
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～悲しみの中にある人びとに 
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テーマ 

願われたいのちの物語を紡ごう 

ビハーラ活動とは、本来仏教が実践課題としてきた

生老病死の苦悩に応えるため、医療・介護・福祉など

の各分野とも連携し始められました。 

そして今、その活動は、一人ひとりが自らの生き方・

在りようとしてとらえるビハーラ運動に成熟しつつ

あります。その意味で、ビハーラという生き方は、  

仏教理念に根ざした自らの実践道としての歩みでも

あります。その歩みを一人でも多くの方々に紡いで

いきましょう。 

開 催 趣 旨 

～悲しみの中にある人びとにぬくもりを届ける～ 
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時 間 1月30日（土） 聞法会館より配信 

 
13:00 

 

 

 

 

 

 

 

13:15 

13:20 

 

 

 

 

14:20 

14:30 

 

 

 

 

 

 

 

15:30 

15:35 

 
 

15:45 

 

 

 

 

16:00 

各自YOUTUBEへアクセス                    

開 会 式 

一、 開式の辞 

一、 勤行（重誓偈） 

一、 私たちのちかい 

一、 ご門主様お言葉 

一、 実行委員長挨拶 ： 竹田空尊(総務・ビハーラ活動推進委員会 委員長) 

一、 閉式の辞 

休憩 

基 調 講 演 （６０分） 
講師 ： やまだ ようこ 師 

      (京都大学 名誉教授・立命館大学OIC総合研究機構 上席研究員・ 

ものがたり心理学研究所長) 

講題 ： 喪失の語り － しなやかに生きる － 

 休憩（１０分） 

シ ン ポ ジ ウ ム （６０分） 
パネリスト ： やまだ ようこ 師 

野 村 康 治 師 

(ビハーラ活動推進委員会委員・社会福祉法人至心会理事長) 

丘 山 願 海 師 (浄土真宗本願寺派総合研究所長) 

コーディネーター ： 伊 東 秀 章 師 

(ビハーラ活動推進委員会企画研究専門部会部員・ 

龍谷大学講師) 
 

 休憩（5分） 

ビハーラ活動の今後に向けて （1０分） 
提言者 ：木 曾   隆  師（実行副委員長・ビハーラ活動推進委員会委員） 

閉 会 式 
一、 開式の辞 

一、 実行副委員長挨拶 ： 那須野淨英(ビハーラ活動推進委員会 副委員長) 

一、 恩徳讃 

一、 閉式の辞 

 

第 17回ビハーラ活動全国集会日程 
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皆さま、こんにちは。やまだようこと申

します。オンラインの配信ですので、マ

スクを外させていただきます。今日は、

「喪失の語り―しなやかに生きる―」と

いうお話をさせていただきます。 

 私は岐阜市で育ちまして、西別院の幼

稚園に通いました。今も幼いときの「の

んのんののさま ほとけさま」という歌

が思い浮かびます。西別院にとても親し

んで育ちましたので、こういう機会に本

願寺で講演させていただくこと、とても

うれしくて光栄に思っております。よろ

しくお願いいたします。 

今日は、三つのお話をいたします。 

一つ目は「喪失を生きる―失うことと生

きること」。 

二つ目は「喪失から生成へ―もの語りの

語り直し」。三つ目は「しなやかに生きる

―もの語りとレジリエンス」です。 

 今はコロナ禍なのでよけいそうですが、

私たちは病いや災害など、いろいろな種

類の喪失、あるいはこんなはずではなか

ったという自分の想いの喪失も含めて、

たくさんの喪失に出会っております。そ

こで喪失から、どのようにしてしなやか

に生成に向かっていくことができるかと

いうことをお話しできればと思います。 

 最初に、少し私の喪失体験をお話しま

す。私は 25歳のときに親友を亡くしまし

た。中学、高校、大学、そしてお互いの

恋愛など、悩み多き思春期から、25歳ま

で本当に仲の良かった友達です。 

基調講演  喪失の語り ―しなやかに生きる― 

京都大学名誉教授 

立命館大学ＯＩＣ総合研究機構 
         上席研究員 

ものがたり心理学研究所長 

やまだようこ 師 
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 彼女は、結婚しまして、先生をしてい

たのですが、辞めてご実家の布団屋さん

を継ぐことになり、そして初めての赤ち

ゃんが生まれるという、本当に幸せいっ

ぱいのときでした。前の日にも電話がか

かってきて、「赤ちゃん、早く出てくると

いいわ」とはずんだ声でした。それで翌

日電話がかかってきたときは、当然、赤

ちゃんが生まれたのだと思っていました。

そうしたら、いきなり亡くなりましたと

いう電話でした。本当にびっくりしまし

た。 

 突然、そんなことを信じられませんで

した。分娩台の上で、「あ、目が見えんよ

うになったわ」と言ったのが最後だった

みたいです。分娩中に亡くなったので、

赤ちゃんも一緒に亡くなってしまいまし

た。彼女のお母さんは、あのとき、もっ

とこうすればよかったとか、もっと早く

お医者さんがこうしてくれればよかった

とかという、たくさんの後悔の念と自責

の念で、なかなか立ち上がれませんでし

た。 

 私も、できるだけ寄り添って、お母さ

んの話をいつも聞いていました。だいぶ

たってから、あるときお母さんがこうお

っしゃいました。「ようやく、子どもを許

せるようになったんよ」と。私は、本当

にびっくりして、私は、あの小さな赤ち

ゃんが、女の子だったのですが、小さな 

棺にいたたまれなくて、この子だけでも

生きていてくれたらどんなによかっただ

ろうと思いました。でも、お母さんの気

持ちはそうではなかったのです。 

 確かにいのちは同じだとはいえ、25年

間育て上げた娘と、そしてこれから生ま

れてくるはずのいのちがまったく同じ重

みということは、たぶんなかったのでは

ないかと思います。お母さんとしては、

いろいろな思いで、赤ちゃんさえ生まれ

なければとか、いろいろなたくさんの思

いを抱えておられたと思います。 

 そのとき私は、本当に寄り添って、お

母さんの気持ちが分かっていたつもりで、

自分も同じつもりでいたのですけれども、

当事者の気持ちというか、その当時は「当

事者」ということばも知らなかったので

すが、その当人の気持ちと、はたにいる

者とは、こんなにも違うのかということ

を思い知らされました。 

 それから、もう一つですが、それから

10 年以上もたってからですが、学会で

「発達における喪失の意義」というシン

ポジウムをしたことがあります。その冒

頭に、今のような自分の個人的な体験を

皆さんの前で話しました。学会で普通は、

そういうプライベートなことを話しませ

ん。そのとき話をしましたら、会場が一

気にしいんとなってしまって、「ああ、し

まった、こういう話をするんじゃなかっ

た」と思いました。 

 しかし、不思議なことに、後になって

みて、廊下でとか、駅のホームでとか、

いろいろなところで、いろいろな人が私

のところへやってきて、そして私の喪失

経験についての感想ではなくて、ご自分

の喪失経験を語り始めたのです。 
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 そして、内容はみんな違うのですけれ

ども、親が亡くなったときにとか、先生

が亡くなってとか。そのとき私は、学会

でふつう行われる情報提供と、語りの持

っている力の違いを実感しました。語り

は語りを呼び、共に生み出していく働き

をするのです。そのようなこともござい

まして、喪失の語りを研究し始めるよう

になりました。 

 ここでお話ししたいことは、もの語り

（ナラティヴ）というものは共同生成さ

れていく、そしてもの語りがもの語りを

生み出すということです。今、お話しし

たように、私のもの語りが呼び水になっ

て、他の人のもの語りを生んでいく、共

同生成が行われていきます。「私のもの語

り」が、「私たちのもの語り」になってい

くといってもよいでしょう。 

 だから、もの語りは生きものであって、

生ものであって、生まれるもの。そして、

今ここで生きて伝わっていき、そして新

たなもの語りをまた生み出していくとこ

ろに、もの語りというものの持っている

素晴らしい知恵があるのではないかと思

っています。 

 これは、渦潮の浮世絵です。いろいろ

異なる種類の潮流が出会い、ぶつかって、

そして狭いところをくぐり抜けるときに

渦が起こります。そこに新たな生成が起

こるという意味で、渦潮をもの語りのシ

ンボルに使っております。 

 一つ目の話です。「グリーフを生きる―

失うことと生きること」ということです。

ここに引用したのは、大江健三郎さんの

『空の怪物アグイー』という短編小説の

一節です。大江健三郎さんには、『個人的

な体験』という有名な長編小説がありま

す。障害を持ったお子さん、光さんが生

まれたときに、この子と共に自分も死ん

でしまおうかとか、いろいろ悩まれまし

た。そして、この子と共に生きていくと

いう決心をするのが、『個人的な体験』と

いう小説です。 

これは、その裏バージョンのような小

説で、生まれてから「アグイー」としか

言わなかったので、『空の怪物アグイー』

と名づけられています。 

 その子は、死んでしまったのですが、

アルバイトの学生が、このアグイーの親

の芸術家からかけられたことばが、ここ

に引用したものです。 

「きみはまだ若いからこの現実世界で見

失って、それをいつまでも忘れることが

できず、それの欠落の感情とともに生き

ているという、そういうものをなくした

ことはないだろう？まだ、きみにとって
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空の、100 メートルほどの高みは、単な

る空にすぎないだろう？ ･･･それとも、

今までなにか大切なものをなくしたか

ね？」。 

 このとき、このアルバイトの学生は、

100 メートルほどに真珠色のものが下り

てきて、その死んだ子どもと会話を交わ

すという、その芸術家はどこかおかしい

のではないかと思っていました。しかし、

やがて彼も成熟し、そして片目を失って、

暗闇と明るさ、両方が見えるようになっ

て初めて、あの真珠色のところに、いろ

いろなくなったものたちが、大事ななく

なったものたちが浮かんでいる光景が見

えるようになったという。そういうお話

です。 

 これは、村上春樹さんの『ノルウェー

の森』の一節です。「なあキズキ、お前は

昔俺の一部を死者の世界にひきずりこん

でいった。そして今、直子が俺の一部を

死者の世界にひきずりこんでいった。と

きどき俺は自分が博物館の管理人になっ

たような気がするよ。誰一人訪れるもの

もないがらんとした博物館でね、俺は俺

自身のためにそこの管理をしているん

だ」。村上春樹さんも、常に喪失をテーマ

に小説を書いてこられた方ですが、こう

いった死者と共に生きるお話をしたいと

思います。 

 「グリーフを生きる―失うことと生き

ること」で、関係性の中での死というこ

とです。人は一人で生まれて、一人で死

んでいくと言われますが、本当でしょう

か。とんでもないです。一人で生まれる

こともできないし、そして、たとえ一人

で死んだ、孤独死したとしても、その最

後の世話をしてくれる人がどなたか必要

です。 

 自分の生や死といえども自分のもので

はありません。ですから、個人ではあり

ません。個人（Individual）という概念

は、分割して、分割して、これ以上分割

できないものという意味ですけれども。

実は、私たちは個人で生きている、分割

されたものとして生きているのではなく

て、社会や文化や、歴史的文脈、コンテ

クスト（context）、織物の中で生きてい

るのです。 

 これは仏教の世界を考えておられる皆

さまにとっては、当たり前のことかもし

れません。愛するものの死は、関係性が

断たれることと考えることができます。

そういう面で見ますと、西欧文化のなか

で考えられてきた死別や、悲嘆や、悲哀

の考え方は、私たちが実感しているもの

と違う部分があるのではないかと私は思 

ってきました。 
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 従来の考え方は精神分析学が基になっ

ています。死別（bereavement）、悲嘆

（grief）、悲哀（mourning）と訳されて

いますが、フロイトは『悲哀とメランコ

リー』という本の中で、喪の作業

（mourning work）、モーニングワークと

いうことばを提案しました。 

 これは、死によって取りつかれた悲嘆

という強い負の感情、それによって自我

が抑圧されている状態から、死と対決し、

自我を死から切り離し、心的外傷を回復

する作業というふうに言われています。 

 その後、多くの研究者が追随しまして、

そしていろいろ段階説などができました

けれども、基本的には死と対決して、死

を切り離して、そして立ち直っていくこ

とが大切と考えられてきました。 

 これは、回復や克服もの語りと言って

いい。フロイトの考えを受け継いだボウ

ルビィは『愛着と喪失』（Attachment and 

Loss』という本を書きました。日本語訳

では、『母子関係の理論』と訳されていま

すが、母子関係だけではなくて喪失とい

うものを正面から扱った大切な本です。 

 ボウルビィは、愛着対象の喪失から回

復するプロセスを３段階として考えまし

た。失われた対象を取り戻したい欲求や

否認から、無秩序と絶望、再編成という

型です。 

 その後、７段階になったり、５段階に

なったり、いろいろたくさん説がありま

すが、いずれも基本は同じで、死を受容

して、正面から対決すべきだというふう

に考えられてきました。それは、克服も

の語りと言えるかもしれません。「回復」

「克服」もの語りです。 

 それに対して、私は、大江健三郎さん

の小説の芸術家や、あるいは村上春樹さ

んのキズキの話のように、「死者と共に生

きるもの語り」が大切ではないかと思っ

ております。 

 喪失から回復したり、あるいは克服し

ていくというもの語りは、どちらかとい

うと医療者やケアする側から語られてき

ました。一番初めに私の体験をお話しま

したように、喪失体験の当事者、当人の

もの語りは異なるのではないだろうかと

いうことです。 
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 フィンクベイナーという方が『子供を

亡くしたあとで』という本を書いていま

す。彼女は、大学生の息子さんとキスを

して、いつものように「いってらっしゃ

い」と送った直後に、貨物列車が突っ込

んできて、息子さんが亡くなりました。

本当に突然、子どもさんを亡くしたとい

うことです。 

 彼女は、今までの喪失の研究をいろい

ろ調べ、どうもちがう、「回復などという

ものは本当にあるのだろうか？」と疑問

を持ちました。 

そして、自分と同じように子どもを亡く

した親にインタビューをいたしました。 

そうしますと、多くの人がこのような

ことを語りました。「痛みと心にあいた穴

は消えません。それは二度と埋まること

のない空洞です。人生がうまくいってい

るとしても」「娘が死んですぐのころは、

心が死に絶えた感じがしたものです。今

ではそんな感じはしないけど、自分の何

かが永遠になくなってしまったのは確か

ね。心に十字架を負わされたともいえる

わ。重石をつけられたんだって、ずっし

りと重い重石をね。それは心の奥底に沈

む悲しみなのよ」。 

 従来は、このような空洞や深い悲しみ

を抱えることはよくないので、それをな

くして回復していくという方向だけが強

調されてきました。しかし、「深い悲しみ

と共に私たちは生きていく」というもの

語りもあるのではないかと思われます。 

 ここで、もの語りとは何かということ

を簡単にお話しておきます。ナラティヴ

（narrative）をもの語りと訳しています。

ナラティヴとは、経験を編集していく作

業のことです。広い意味のことばで、経

験を組織化して、意味づける行為。ある

いは二つ以上の出来事をむすぶ行為とい

うふうに定義しています。 

 ナラティヴの訳は難しくて、専門家は

片仮名語のままが普通ですが、どうして

も、片仮名語だと記号のように、本当に

身近に自分の実感として感じることが難

しくなります。 

 ただ、日本語の「物語」は、やはり少

し狭い意味なんですね。もっと広い意味

で、語る行為も含んでいるので、私は「も

の語り」と訳すことにしました。英語の

ナラティヴは、日本語の「物語」よりも

広い意味ですが逆に、日本語の「もの」

というのは、英語にはない広がりがあり

ます。物質の「物」、オブジェクトとして

の「物」だけではなくて、若者など人の

ことも「もの」と言います、あるいは、

霊魂も「もの」と言います。もののけと
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か、もののあはれなど、本当に含蓄の深

いことばです。それで、「物」ではなくて、

平仮名の「もの」と書いています。 

ナラティヴ（もの語り）には、先ほど言

いましたように、当事者の経験が大事で

す。さらに、正しいもの語りは、一つで

はなくて、立場や見方によって異なって

いて多様である。多様性に開かれている

ということが、もの語りの持つ大きな利

点になります。 

 私たちには、『浦島太郎』のもの語りも

あれば、『かぐや姫』や『桃太郎』のもの

語りもあり、たくさんのもの語りを持っ

ております。そして、どれが正しいもの

語りかという問い方をしません。もの語

りは多様であるわけです。もの語り、ナ

ラティヴは一つではない、多様なもの語

りがあるということがとても重要なこと

です。 

 私たちは、これが正しい歴史だという

ふうに思っているものも、ある種のマス

ター・ナラティヴ（支配的なもの語り）

かもしれません。それに対して、もう一

つのもの語り、多様なもの語りがあると

いうことは、オルタナティブ・ナラティ

ヴ、別のもの語りもあるのではないかと

いう視点を開きます。たとえば、男性中

心で語られてきたもの語りに対して、女

性の側から見た違うもの語りがあるので

はないか。あるいは強者のもの語りに対

して、弱者のもの語りを語っていくとい

うように、多様な語りを生み出していく

ことができます。 

 立場によって、もの語りは異なるとい

うことになりますと、異なる文化の人た

ちが、それぞれ違うもの語りを持ってい

ても良いのではないかということになり

ますし、医療の領域では、医療者のもの

語り、診断や疾患（disease）のもの語り

に対して、患者さんの立場からの語りを、

病いの語り（illnesses narrative）と呼

んでいます。 

 どちらが正しいかということではなく

て、医療者と患者では「もの語り」に違

いがあるということです。これは、１型

糖尿病の患者さんが書いた、ビジュアル・

ナラティヴの例です。彼女は、糖尿病と

診断されて、糖尿病部屋に閉じ込められ

てしまったような感じがしました。「カロ

リー制限しなさい」「運動しなさい」「イ

ンスリン注射しなさい」「食事もきちんと

制限して」と、糖尿病は治るわけではあ

りませんので、一生この糖尿病部屋の中

で暮らさないといけないのかという感じ

だったということでした。とてもよく、

その実感が出ています。 
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 お医者さんや看護師さんは、良い方々

ですが、糖尿病部屋に一緒に入るわけで

はないので、外側から、「うん、よくでき

ましたね」「また、２週間頑張りましょう

ね」みたいに見ているだけです。 

 糖尿病と診断されたら、すべてが糖尿

病患者として一生を生きなければいけな

いのか。人生というのは、もっと大きく

て、その中の一部に糖尿病があるにすぎ

ないのではないか？彼女は、そのような

問題提起を示してくれているのではない

かと思います。 

 以上のように、その当事者の立場にな

ると、多様なナラティヴがあります。  

この場合は、医療者のもの語りが正しい

のか、患者さんのもの語りが正しいのか

ではなくて、それぞれ違うもの語りを持

っている可能性がある。お互いにそれを

理解し尊重することが大事なのではない

かという視点を提起しました。 

 それから、喪失というものに対する見

方も、喪失を克服するとか、回復すると

いうもの語りだけではなくて、喪失と共

に、共に生きていくもの語りがあるので

はないかということをお話しました。 

 二つ目のお話に入りたいと思います。

「喪失から生成へ―もの語りの語り直し」

です。語り直し、リテリングということ

を、もの語り論ではとても大事にしてい

ます。もの語りは一つではないので、別

のもの語りに語り直していくことができ

ます。 

 これは、私の『喪失の語り』という本

の「セナの死とファンの人生」という章

からの引用です。今ではご存じの方は少

なくなったかもしれないですけれども、

アイルトン・セナというレーサーが亡く

なった、その死をファンの人たちが語っ

たものです。レーサーでなくても、今も

ロック歌手であるとか、いろいろな方の

死で同様のことがおこります。ファンに

対して、「あなたは恋人ではないでしょ

う？」というのは外側からの見方で、当

事者にとっては、本当に恋人以上の存在

であったりするわけです。 

 その、セナが亡くなったときに、自分

も自殺したいと思うぐらいのファンの人

たちの語りです。最初の事例１は、市田

さんの語りです。市田さんというのは仮

名なのですが、私はどうしても、これを

Ａさん、Ｂさんなど記号で呼びたくあり

ません。あるいは１番さん、２番さんと

番号でも呼びたくない匿名でも人間の名

前をつけたいわけです。しかし、たくさ

んの人名になりますと、どれがどの人だ

ったか分からなくなることがあります。

それでやむなく、市田さん、弐田さん、

三田さん、四田さんのように、順番にし

ても分かるように、市田さんと名づけて

います。 

 市田さんは、「セナは短い人生だったけ

ど普通の人よりも何倍も濃い人生を送っ

たんだ」と語りました。この人は自殺し

ようかと思ったほど悲嘆に沈んだ方なの

ですが、死者のもの語りに対して、「私が

死ねなかったのは･･･まだ、私の人生をや

り終えていない」という、私のもの語り
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をつけ加えて語るようになりました。 

 このように、語りの内容は違うけれど

も多くの人に共通性があるということが

分かってきました。死者はこうだったの

だというもの語り、それに対して私はと

いうような語りです。 

これは、弐田さんの語りです。「セナは、

ああいう死に方がセナらしい死に方だっ

たかもしれない。セナが年老いて死ぬの

も信じられないし、･･･ヒーロー性ってい

うのは、ああいう死に方じゃない？」と

いうのがセナのもの語りです。そして自

分のもの語りが語られました。 

 三田さんは「世の中はよい人から先に

死んでいく」というもの語りをつくりま

した。そして、「まだ死ぬ資格がない」と

いう私のもの語りがつづきます。みんな

もの語りの内容は違うのですが、構造は

似ています。 

 四田さんは「『王者ゆえの孤独』みたい

な･･･、セナは淋しかったのかな？ セナ

は多くのファンに送られたかったのか

な？ 引退して人知れず亡くなるのはイ

ヤだって」という死者のもの語りをつく

って、自分がセナを見送ることができた。

「セナが 80で引退したとして、日本の新

聞にのると思う？ のらないよね。そう

思うと、こうやって自分が見送れてよか

った」。ファンの中の一人としての私のも

の語りを語りました。 

 このように研究をしていきますと、一

見、全然違う話をしているみたいですが、

死者のもの語りに、私のもの語りがむす

ばれていくことがわかります。この「む

すび」ということばは、生まれることも

意味します。「むすびの神」とか、「こけ

むす」とか、やまとことばではとても重

要な意味を持つことばです。「むすび」は、
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生成していく機能を持っています。異な

るところにあったものをむすぶことによ

って、生成していく働きがあるといえま

しょう。 

 「むすぶ」ということばは、「つなぐ」

とは少し違います。「つなぐ」は、意図的

な行為で、「牢獄につながれる」など、受

け身にも使います。それに対して「むす

び」は、自動詞的で相互主体的です。「男

女がむすばれる」とは言いますが、「男女

がつながれる」とはいいません。「紅白の

むすび」を「紅白のつなぎ」と言い換え

ることはできません。「むすび」は、生成

機能をもつすてきな日本語です。 

 後でまたお話ししますが、仮定法を使

うことも重要です。「もし」「かもしれな

い」というような、仮定法で新しい現実

をつくっていく行為です。 

 仮定法は未来に向かうことが大切で、

時間軸が過去に向かうと、「あのとき、あ

あすればよかった」という悔やみの語り

になります。 

 それから、イマジネーション、想像力

の役割が大きいですね。想像力によって、

「非日常世界」が入ってきます。信心深

い人でなくても、死に直面すると、仏さ

ま、神さまなど、聖なるもの語りが生ま

れてきます。私たちは「死者に見守られ

る」「「死者のおかげ」「死者の志を受け継

ぐ」など、たくさんのもの語りを持って

います。それらは、自分自身が一人で生

み出したもの語りというよりは、文化で

受け継がれてきたもの語りを、語り直し

ているというふうに見ることができます。

私たちは文化のなかでストックされてき

た多くのもの語りを、自分なりのバージ

ョンで語り直しながら生きているといっ

てもよいと思います。 

次に「死者が見守るもの語り」と、「死

者と共に生きるもの語り」です。市田さ

んは、「セナが生きているときはね、セナ

が、がんばっているから私もがんばろう

と思っていたの。今は、セナが私のこと

見守ってくれてるから、がんばろうと思

える」と語りました。 

 この人たちには、ここでは省略してい

ますが、みんなセナと生きてきた人生の

もの語りがあります。たとえば、鈴鹿サ

ーキットに通うのに、ほかの人から、「そ

んなところに通うなんて」「そんなの不良

少女じゃないか」と言われても、セナに

会いにいきました。「一人で初めて電車に

乗れた」とか、あるいは、「セナのおかげ

で真面目になった」とか。みんな、セナ

と一緒に生きてきたもの語りというもの

があるわけです。 

 弐田さんは「悲しいときに、『こんなこ

とがあったんだよ、でもセナならもっと

つらいことがあったね』と話しかける」。

だから、亡くなったらおしまいではなく

て、亡くなった人と話し、語りかけなが

ら生きていると語りました。 
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 死者が見守るもの語りも重要です。日

本では、仏教の経典そのものではないか

もしれないけれども、死者が仏さまにな

るというもの語りを、文化のもの語りと

して持っています。だから、死者が仏さ

まになって見守ってくれるというもの語

りにとてもなじんでいます。 

 次の絵は、別の研究『この世とあの世

のイメージ』で、日本の学生が描いたも

のです。ビジュアル・ナラティヴと呼ん

でいますが、イメージ画で語ってもらう

研究です。この点線でお隣にいるのは、

友達とかだったらこの辺にいそうという

のです。そして、おじいちゃんとか、お

ばあちゃんとかだったら、曇の上から見

守ってくれるという、このような典型的

な絵の一つです。 

 死んだら仏さまになる、死者が見守っ

てくれるという話は、非常に日本的かと

思いきや、海外で同じような絵を描いて

もらっても、非常にたくさん出てきます。 

これは、フランスの学生が描いた、同

じような絵なんですけれども。この世の

人とあの世の人の関係をイメージして絵

に描いてくださいというふうに描いても

らうと、やっぱり曇の上から眺めている

という絵を描いてくれます。この人は、

教会にも通っているカトリック教徒です。

カトリックの教義の中にも、死者が見守

るというものはないと思いますが、天使

のような少し細かいところは違うのです

が、やはり曇の上から見ていてくれる。 

 これは、イギリスの絵です。イギリス

国教会の信者なので、プロテスタントの

一派ですけれども、イギリスの学生が描

いたビジュアル・ナラティヴでも、曇の

一番上に Godという神さまがいるなど、

細かいところは多少違いがあるのですが、

やっぱり曇の上から、死んだ人が私たち

を眺めていてくれる絵が描かれます。こ

のような「死者が見守ってくれる」とい

うもの語りは、かなり普遍的に文化を超

えて見られるものではないかと思ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

動
画
配
信
画
面 
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 それから「有り難い」「奇跡や救済」あ

るいは、「おかげ」のもの語りが重要です。

どうして、死と喪失と向き合う、あるい

は喪失を経験すると、「有り難い」という

感謝の気持になるのでしょうか。人間の

力の限界を知るからではないかと思われ

ます。そこで奇跡とか救済もの語りとか、

感謝やおかげもの語りが出てきます。 

 インタビューしました方々に、「最後に

セナに伝えたいことばはありますか」と

聞くと、みんな「ありがとうと言いたい」

と答えました。この例は市田さんですが、

「でも、セナに伝えたいことばは、月並

みだけど、感謝のことばなんだよね。本

当にありがとう」 

 この「ありがとう」は、何といいこと

ばでしょう。「有ることが難い」、今、こ

こにあることが当たり前ではなくて、あ

るいは当たり前だと思っていたことが、

とても難しいことなのだ。だから、今、

ここにいるだけで、ありがたいというこ

とですよね。 

 今、新型コロナの時代なので、とりわ

け私たちもそういうふうに感じます。今

まで普通にやっていたことが、何と特別

なことだったのだろうというようなこと

になりますし、あるいは震災の後なども、

本当に日常生活が送れるだけでもありが

たいという気持ちになったと思います。 

 事例９は、阪神・淡路大震災で友人を

亡くした方の語りです。「奇跡が起きてさ。

70単位とれたのよ。そのときは感謝する

と思ったね。信じられなかったね。おお、

（亡くなった友人が）助けてくれたと思

って」。 

 この人は、自分が勉強をしたから単位

が取れた、それで卒業できたというふう

に、自力で達成したとは、語りませんで

した。「亡くなった人が助けてくれたから、

そのおかげで単位が取れた」。この転換が

すごく大事だと思います。自分の力で頑

張った、自分は勉強したからというので

はなくて、奇跡が起きたというふうに考

えるわけです。 

 死に直面すると自分の力の限界を知り、

奇跡によって救われた、だからありがた

い。死んだ人が守ってくれた、そのおか

げなんだというもの語りになっていくの

でしょう。この転換の仕方も、私たちに

とてもなじみのあるもので、とても大切

なもの語り方ではないかと思っています。 

 それから、喪失が奉仕につながってい

くもの語りがあります。これは、中原中

也さんの『春日狂想』という長い詩の一

節です。「愛するものは、死んだのですか

ら、たしかにそれは、死んだのですから、

もやはどうにも、ならぬのですから、そ

のもののために、そのもののために、奉
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仕の気持ちに、ならなけあならい。奉仕

の気持ちに、ならなけあならない」とい

う詩です。論理的に考えると、愛するも

のが死んだから、奉仕の気持ちになると

いうのは論理の飛躍があるみたいに思い

ますけれども、私たちの気持ちの上では、

本当にすんなりとおちてくる詩です。 

 中原中也という方も、たくさんの死を

くぐり抜けた方です。子ども時代はお兄

さんが亡くなりました。悲しむ母親を見

ていて、出来のいい子の方が死んじゃっ

た。出来の悪い僕の方が生きのびちゃっ

たという、そういう後ろめたさを持って

育ちます。 

 「春日狂想」は自分の子どもが亡くな

ったときの詩ですが、自分の子どもを早

く亡くし、本当に悲痛な叫びの中からで

きた詩ですが、「愛するものは、死んだの

ですから、たしかにそれは、死んだので

すから、もやはどうにもならぬのですか

ら、奉仕の気持ちに、ならなけあならな

い」。これは、とても大事な語りの転換の

仕方ではないかと思います。 

 せめて何か社会にできることがないだ

ろうかということです。あるいは何か自

分にも使命があるんじゃないだろうか。

使命感は、「受け継ぐもの語り」にむすび

つきます。死者の何かを生者が受け継ぐ、

あるいは死者の贈り物を受け継ぐ、ある

いは死者の志を受け継ぐもの語りです。 

 アメリカに留学していた高校生が、ハ

ロウィーンで玄関を訪れ、「フリーズ」と

言われて、そのフリーズの意味が分から

なくて、動いた途端に射殺されたという

不幸な出来事がありました。その後、そ

のご両親は、長期にわたってアメリカで

銃の規制運動に携わっておられます。こ

のような「この子のいのちを無駄にしな

い」「志を受け継いでいく」「死者の贈り

物を受け取る」などのもの語りは、いろ

いろなところで見ることができます。 

 もう一つ、「世代を超えて伝達していく

もの語り」があります。今だけのことだ

ったら、べつに享楽的に生きても、楽し

めればいいじゃないかということになり

ます。しかし、それが将来世代にマイナ

スの何かを贈ってしまってはならないと

考えると、別です。今、起こっているい

ろいろな問題、環境破壊の問題、温暖化

の問題など、将来世代にどのようなもの

を私たちは贈り物として贈ったらいいの

だろうかという考え方になります。 

 それを、エリクソンはジェネラティビ

ティ（generativity）、生成継承性と呼び

ました。生成、ジェネレート（generate）

ということばとジェネレーション

（generation）ということばを掛け合わ

せた造語です。次の世代、あるいは次の

次の世代をケアしていくこと、それを生

成継承性と呼びます。世代という単位で、

次の世代、あるいは次の次の世代、まだ 

生まれてこない将来世代までも含めて、

私たちは長い時間スパンでケアしていく

ことができるかどうか、それが、死者の

もの語りを受け継ぐもの語りに関連して 

くるかと思います。 
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 再び、大江健三郎さんの小説ですが、

『Ｍ／Ｔと森のフシギの物語』、世代を超

えて受け継ぐもの語りです。「ある人間の

生涯を考えるとして、その誕生の時から

はじめるのじゃなく、そこよりはるか前

までさかのぼり、また彼が死んだ日でし

めくくるのでなしに、さらに先へ延ばす

仕方で、見取り図を書くことは必要です」。

「あるひとりの人間がこの世に生まれ出

ることは、単にかれひとりの生と死とい

うことにとどまらないはずです。かれが

ふくみこまれている人びとの輪の、大き

な翳のなかに生まれてきて、そして死ん

だあともなんらかの、続いてゆくものが

あるはずだからです」。 

 次の絵は、今の大江健三郎さんのこと

ばを描いたような絵です。もちろんそう

ではなく、「あなたの人生をイメージして

絵にしてください」という問いかけで描

いてもらった絵の一つです。「あなたの人

生」と問うているので、ふつうは個人の

人生、生まれてから死ぬまで絵に描くの

が大多数なのですけれども、この絵はち

がっています。 

 この絵を描いたのは女子学生ですが、

自分が生まれる前、生まれる前の生態系

から始めています。そして、自分が生ま

れる前にも、実があって、「この最初の実

はすごいきれいな実。このとき私の実は、

まだ出てこない」と説明しています。エ

リクソンが言う、まさにジェネラティヴ

ィティ、自分が生まれる前にも世代があ

って、その中に自分が生まれてくるとい

うわけです。そして、「私の実」が出てく

る。そして現在は、摘み取られなくて残

っている。そして、残っていたけれども

地面に落ちる。 

 この人生だけ見ると、生まれてきてか

ら、落下していく、落ちていく人生みた

いです。上昇していく人生、どんどん上

っていく人生は、よく描かれます。階段

上りであるとか、山登りであるとか、登

っていく人生。それに対して、この人の

人生は、落ちていくみたいに見えます。 

 しかし、落ちていくだけでなくて、地

面に落ちた後、そのまま子孫を残すとい

うのではないのですけれども、地面の栄

養分になって、そして穏やかだけれども

次の世代の循環にむすびついていくので

す。だから、生まれる前にも前の人たち

がいて、そしてそのおかげで私が生まれ

てきて、そして死んだ後にも続いていく

ものがあるという、そういう絵になって

います。そして、死んでも何か贈り物を

して死んでいくということです。 

 この絵を、アメリカのライフストーリ

ーの研究者たちのところへ持っていって、
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説明しましたら、みんなとても興味を持

ってくれました。そして、「現在の絵、摘

み取られなくて残っている」とは、いっ

たい何だと質問されました。私もそのと

きは、うまく説明できませんでした。こ

れは、女子大生にしては、ちょっと寂し

いなと思ったわけです。立派な赤いリン

ゴになって、おいしいリンゴになりまし

たみたいな絵がないのですから。しかし、

考えてみたら、これは人間の立場ではな

くて、リンゴの立場、徹頭徹尾リンゴの

人生を描いているのだということに気が

つきました。 

 人間の立場から見ると、真っ赤なおい

しいリンゴになりました、というのが、

リンゴの人生の成功、成功もの語りにな

ります。でも、リンゴの立場から見ると、

人間に食べられることが必ずしもいいこ

とではない。むしろ摘み取られてなくて

残っているのは、「おお、やった」という

ことです。なぜなら、地面に落ちて地面

の栄養分になって、次の世代にむすびつ

いていくからです。 

 そう考えると、人間の立場から見た幸

せと、リンゴの立場から見た幸せは違う

ということになります。リンゴの立場に

立って見たら、興味深い絵だと思います。 

 次は３番目の「しなやかな復活力―も

の語りとレジリエンス」というお話です。

レジリエンスということばは、しなやか

な復活力と取りあえず訳しております。 

 最初の例ですが、ある運送会社さんが

死亡事故を起こした。お葬式に駆けつけ

ていって、「すみません」と謝ったら、責

められるわけではなくて、「この方には子

どもさんがいた。そのことだけは覚えて

おいてください」と言われたので、余計

にずきんと来て反省させられたというこ

とです。 

 その運送会社の社長さんは、「会社を大

きくしよう」とがんばって働いてきたけ

れども、「利益よりも、もっと安全運転の

運送会社にしよう」というようにもの語

りを変えました。この不幸な事故を契機

にもの語りを変えていったということで

す。 

 でも、安全運転の運送会社にするには

どうしたらいいかわかりません。そのと

き、運転手さんたちが、お子さんがつく

った作品とか、ぬいぐるみとか、そうい

ったものを運転席に置いているのを見て、

「これだ」と思ったそうです。そして、

安全を祈ってトラックに子どもの絵を描

きました。そうすると、絵を媒介にして

非常に注目されるようになって。駐車場

では「これは何の絵だ」と聞かれるよう

になり、会話が弾むようになった。運転

手さんたちも、自分たちはとてもいいこ

とをやっているんだというふうに思えて

仕事に誇りと喜びが生まれた。それを、

また家へ帰って、「今日、こんなことがあ

ったよ」というふうに家で語るようにな

った。そういうふうに運転手さんが変わ

った。塗装屋さんも、初めは「なんでこ

んな面倒な子どもの絵なんかを描くんだ」

と言っていたのが、「次はどんな絵が来る

んだ」と、とても楽しみにしてくれるよ
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うになった。協力してくれる人も増えて、

そして仕事も増えていったということで

す。 

 最近では、これは全国展開していて、

全国で共鳴した人たちで同じような運動

をしたり、あるいは世界に広がっている

ということですけれども。これが、広告

を描いて、あるいは標語で、「安全運転し

ましょう」とうスローガンではなくて、

子どもさんの絵を描いたというところが

とてもよかったのではないかと思います。 

 こういうふうにしてマイナスをプラス

に発想を転換していくことがレジリエン

ス、しなやかな復活力の一つの例ではな

いかと思います。 

レジリエンスということばですが、こ

れも訳が難しいのでカタカナのままで使

われることが多いのですが、日本語にし

ないと心の奥に響きません。もともとは

バネなど、弾力ではね返すというような

意味です。ただ、日本語には「柳に風」

のような「しなやか」というとてもすて

きなことばがありますので、しなやかな

復活力と訳しています。 

 人生において、取り返しがつかないマ

イナスの出来事は、病気、事故、災害、

失業、死など、たくさんありますが、そ

ういったものは、多かれ少なかれ誰にも

起こります。その出来事をなかったこと

にするわけにはいかないのですが、もの

語りを変えることはできます。 

 不幸な経験をプラスに変えて、生きる

力にしていくことをレジリエンスといい

ます。私たちはすでに文化の中に、この

ようなレジリエンスの多様なもの語りの

宝庫を持っていて、適時に引き出しから

出すことができます。「七転び八起き」「艱

難汝を玉にする」となどことわざもあり

ますし、「塞翁が馬」とか、「無用の用」

など古典のことばもあります。 

 「無用の用」は、私がとても好きな荘

子のことばです。あるとき、夏の暑い日、

大きな木がありました。そこに旅人が木

陰に休みに来ました。そして木に語りか

けます。「君は、どうやってこんなに大き

な大木になったんだい」と聞きました。

そうすると、木が答えるには「私は何の

役にも立たなかったから、こんなに大き

くなれたんですよ。私の周りにいた、す

くすく育った木たちは、みんな建材とし

て建築のために切り出されていきました。

私は曲がりくねっていて、何の役に立た

なかったので、こんなに大きくなって、

そして皆さんに木陰を提供できるまでに

なりました」と木が答えたというわけで

す。 

 役に立たない、無用であったからこそ

用があるという考え方で、荘子は障害を

持っていたからこそ戦争に取られなくて

生きのびることができたとか。そういっ

た無用の用の例話をたくさん出していま

す。発想を転換するときに役立つ、すば

らしいことばだなと思います。 

 「明けない夜はない」とか、「冬のあと

には春が来る」とか、教訓もあります。

今もコロナ禍の時代にいろいろ語られて
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います。「上を向いて歩こう」とか、「あ

と一歩前に進もう」とか、歌もたくさん

あります。 

 私たちの伝統の中には、そういったし

なやかな復活力の知恵がたくさんありま

す。たとえば、「流れ橋」もそのひとつで

す。東日本大震災の後に、どんな水の圧

力にも耐えられる頑丈な構造をつくる復

興が計画されました。想定外のことが起

こったので、もっと大きな想定をして、

どんなことが起こっても耐えられる構造

をつくろうとすれば海がまったく見えな

くなり景観を失う岩壁をつくることにな

ります。それに対して「流れ橋」は、壊

れてもつくり直せるしなやかな構造です。

流れることも想定して、しなやかに復活

できる。こういった知恵がすでに私たち

の伝統の中にあるわけです。 

 壊れないようにするのか、壊れてもし

なやかに柔軟につくり直せば良いのか。

壊れても変化してもいい、こういう語り

直しの知恵があるんじゃないかと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 東日本大震災の後には、いろいろなこ

とが起こりました。これはイギリスの新

聞『インデペンデント（The Independent）』

紙が、日曜版に「がんばれ、日本。がん

ばれ、東北。」というメッセージを出して

くれた紙面です。あの誇り高いイギリス

の新聞が日本語で書いてくれた珍しい記

事です。 

 これが世界中に広まって、「がんばれ、

日本」というのが日本中、世界中でもこ

のエールが共鳴して飛び交ったわけです。

その元になったのは、お笑い芸人の方の

ブログなんですね。この、『インデペンデ

ント』紙の編集長のマリンさんは、その

ブログに興味を持って英訳させました。

そして、とても共感しました。編集部で

は、大激論したそうです。震災の悲惨さ

を伝える津波の写真を載せるか、あるい

は勇気づけるメッセージ、つまりナラテ

ィヴ、もの語りを伝えるか、どちらが大

事かという激論をしました。結局「がん

ばれ、日本。がんばれ、東北。」という、

そういったメッセージを伝えることにし

たそうです。 

 

 

 

 

当
日
の
講
義
の
様
子 
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 彼を感心させた、サンドウィッチマン

の伊達さんのブログには、「全てのお店は

閉まっています、信号もありません。で

もね、ちゃんとお互い助け合って順番を

譲ってあげたりしています」。と書かれて

いました。この文章がすごいのは、ない

ものに目を向ければ、ないものはたくさ

んあるのですけれども、「でも」と逆転し

て、あるものを語っているところです。 

 信号どころか、多くの方が亡くなり、

甚大な喪失がありました。新聞記事には

「夫が亡くなりました、でも遺体が見つ

かってお葬式ができただけでもよかっ

た」、そういう語りもありました。「ない」

ほうに目を向けると、「これがない、これ

が欲しい、あれもない、あれも欲しい」

という語りになりがちです。しかし、「な

い」でも「ある」というふうに転換して

いく構文をつくると、レジリエントの語

り構文になります。 

 それから、仮定法の構文もレジリエン

トに役立ちます。これは、先ほども例に

出しました無田さんの語りですが、この

方も本当に自殺しようかと思ったぐらい

でした。そして、交通事故を起こしまし

た。普通の因果関係で言えば、セナのこ

とを考えてボーとしていたから、セナの

せいで交通事故を起こしたというもの語

りにしてもいいわけですが。彼女は仮定

法を使い、「本当なら、けっこう凄いけが

をしていてもおかしくない状況だったん

だ」と語りました。もっとひどかったか

もしれないのに、この程度で済んだのは

セナのおかげだ。セナが助けてくれたの

だというもの語りにします。こういうこ

とは、私たちも普段やりますよね。イメ

ージの力で、「もっとひどかったかもしれ

ない」という仮定法をつくって、まあ、

この程度で済んでよかったというような

話にします。 

 さらに「もの語りとしなやかな復活力」

をつづけます。私たちは自分で自分に繰

り返し語り掛けているもの語りがあると

思います。自分を励ますもの語りです。

これは、『だいじょうぶ だいじょうぶ』

という絵本の一頁ですが、初めから終わ

りまで「だいじょうぶ」しか言わないお

じいちゃんがでてきます。僕がいじめら

れて帰ってくるたびに、おじいちゃんが
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「だいじょうぶ だいじょうぶ」と言っ

てくれるのです。 

 あまり根拠のない「だいじょうぶ」な

んですけれども、でもそれを唱えている

と元気になります。私たちは子どものこ

ろ「痛いの、痛いの、飛んでけ」とおま

じないをかけてもらったことがあります。

あれも、レジリエンスのもの語りだった

のです。心理療法の中に、自分が負のも

のにとらわれているときに、それを包ん

で捨てるというようなイメージトレーニ

ングをすることがあります。「痛いの、飛

んでけ」と同じです。科学的根拠がない

おまじないのように見えますが、イメー

ジを転換させるもの語りとして意味があ

るわけです。「だいじょうぶ だいじょう

ぶ」「痛いの、痛いの、飛んでけ」は、レ

ジリエントなもの語りとして大事なもの

だと思います。 

 新聞の投書の例を見てみましょう。「私

の兄は両手足の指が１本もない。私も１

本しか指がない、障害者手帳１級と２級

の兄妹です。私たちが幼い頃は障害者が

外へ出るにも偏見があり、出会う子ども

たちから心ないことばでからかわれた。

あるとき、隣家のおばさんが『悪口を言

う人が、あなたの悪い所をみな持ってい

ってくれるのよ』とおっしゃった」。 

 彼女は、このことばだけを信じるとい

うよりは、このことばで「マイナスをプ

ラスに転換する方法」を学んだのではな

いかと思います。じろじろ見られるたび

に、友人は憤慨するけれども、自分は涼

しい顔で「美人だから見られるのよ」と

いうふうに言う。そういうふうに転換し

ていると、楽しい人だと言われるように

なったということです。 

 もの語りは多様で、一つだけの回答が

あるわけではありません。何かが起こっ

たら原因を追及しなければいけないとい

う科学主義的な考え方だけではない、多

様なもの語りがあってよいでしょう。た

とえば、喪失を電球が切れたという比喩

で考えますと、その電球を回復しなけれ

ば駄目なんだということではなくて、回

復することはできないけれども、それは

放っておいて、他に照明システムを探せ

ばいいというもの語りになります。電球

が駄目なら、蛍光灯もあるじゃないか、

ろうそくもあるじゃないか、あるいは星

も出ているし、暗闇だって悪くないかも

しれないし、もっと別の照明もあるかも

しれない。要するに照明システム全体を

変えれば、切れた電球は切れたままでも

いいのではないかというような考え方に

なります。 
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 以上のように、もの語りは、人生と未

来を生成していく力をもちます。そのと

きに、仮定法「もし、何々なら」は、と

ても大きな役割をします。ジョン・レノ

ンの『イマジン（Imagine）』の歌のよう

に。イメージの変換によって新しい世界

をつくっていくことができます。それは、

もう一つ大きなもの語りの役割、自己の

体験世界や現前の世界を超えていく言語

ゲームや思考実験としてのナラティヴに

むすびつきます。 

 もの語りの生成力。「もの語りの実践は、

われわれが自分にとって異質の世界に住

みつくように自分を鍛えるための思考実

験にある」。これは、リクールのことばで

す。 

それから「人々は想像力とはイメージ

を形成する能力としている。ところが想

像力とはむしろ知覚によって提供された

イメージを歪形する能力であり、それは

わけても基本イメージからわれわれを解

放し、イメージを変える能力なのだ」と

いうのは、バシュラールのことばです。

もの語りは、新しいイメージをつくって

いく、イメージを変えていく力をもつの

です。 

これは皆さんご存じの、陸前高田市の

「奇跡の一本松」と私たちが名づけてい

るものですが、これももの語りの力で立

っています。本当は、死んでしまった木

を、私たちは立たせて、奇跡の一本松と

名づけて、私たちのもの語りにして、モ

ニュメントにしているわけです。こうい

う、私たちが生かしている、共同生成し

ているもの語りです。喪失してもしなや

かに復活して生きていく力をもの語りは

もっているといえましょう。 
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 最後にまとめです。１つ目のお話は

「『死』は、克服しなくてもいい。『死者』

と共に生きていく生き方もある」という

ことでした。２つ目に「もの語り、ナラ

ティヴとは、経験の編集作業である。も

の語りに正解はなく、多様である」とい

うことをお話しました。３つ目に「文化

のもの語りや、イマジネーション、想像

力の力で、もの語りを語り直し、ものの

見方を転換（ターン）してみよう」とい

うお話をしました。長時間にわたって、

熱心に聞いていただき、どうも、ありが

とうございました。 
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○司会  

お時間となりましたので、シンポジウム

を始めさせていただきます。 

 パネリストは、基調講演をいただきまし

た、やまだようこ先生。ビハーラ活動推進委

員会委員、野村康治先生。浄土真宗本願寺派

総合研究所、丘山願海所長。コーディネータ

ーには、龍谷大学講師、ビハーラ活動推進 

委員会企画研究専門部会部員、伊東秀章先

生をお迎えして進行いたします。なお、野村

先生はリモートにてご自宅よりご出席いた

だきます。それでは伊東先生、よろしくお願

いいたします。 

○伊東 

 それでは、これよりシンポジウムを始め

させていただきます。まず初めに、私の方か

ら先生方を、簡単にですが紹介させていた

だきまして、その後、特にパネリストの先生

方から、先ほどの基調講演を受けてお考え

のこと等をお聞かせ願いながら、シンポジ

ウムを進めていきたいと思っております。 

 先ほど基調講演もしてくださった、やま

だようこ先生ですが、岐阜県生まれ、京都大

学名誉教授であられます。立命館大学ＯＩ

Ｃ総合研究機構上席研究員でもあられまし

て、ものがたり心理学研究所所長でもあら

シンポジウム  

やまだようこ 師 パネリスト 

コーディネーター 

野 村 康 治 師 

丘 山 願 海 師 

伊 東 秀 章 師 

浄土真宗本願寺派総合研究所長 

龍谷大学講師 

ビハーラ活動推進委員会企画研究専門部会部員 

 ビハーラ活動推進委員会委員 

社会福祉法人至心会理事長 

京都大学名誉教授 

ものがたり心理学研究所長 

立命館大学ＯＩＣ総合研究機構上席研究員 
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れます。教育学博士、臨床発達心理士でもあ

られます。 

 著作は多数あるのですが、一部ご紹介さ

せていただきますと、本日の基調講演の内

容にもありましたような『喪失の語り－生

成のライフストーリー』という本であった

り、『この世とあの世のイメージ－描画のフ

ォーク心理学』、また、先ほどお伺いしたの

ですが、ついこの１月 20日発刊ということ

で『ナラティヴ研究－語りの共同生成』とい

う本も発刊されたようです。全て新曜社か

ら出版されています。 

 次に、野村康治先生です。ビハーラ活動推

進委員会の委員を務められています。浄土

真宗本願寺派関係高齢者施設連絡協議会の

副会長も務められています。社会福祉法人

至心会理事長も務めておられまして、また、

大阪市の瑞松寺ご住職でいらっしゃいます。 

 最後に、丘山願海先生です。浄土真宗本願

寺派総合研究所の所長を務めていらっしゃ

います。先生方、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 それでは早速ですが、基調講演を受けて、

まず先生方から、このあたりをもう少し聞

きたいということやコメント等をいただけ

たらと思っております。野村先生からでい

いですかね。どうでしょう。 

○野村 

 資料を頂戴してから、いろいろな思いで

過ごさせていただいたのですが、たとえば、

アイルトン・セナのお話を聞きながら、私は

築地本願寺で葬儀を行われた X JAPAN の

hideさんのことを思い出しました。 

 築地本願寺の夏法座のご縁の中でお話を

聞かせてもらうと、今は「hideさんノート」

という本になっていますが、九州から来ら

れた 17歳の女子高生の方が、“今日やっと、

築地本願寺に来て、お参りをしました、その

ときにお話を聞いていたら、「お念仏をした

らお浄土で会えると聞いたので、今日から

お念仏します」”と書いておられたことを思

い出したりしておりました。 

 大江健三郎さんのお話を聞きながら、水

上勉さんの『生きる日々―障害の子と父の

断章』で、おこたちが障害を持っておられて、

靴の中に入っている小さな小石に、その方

が痛みを感じられたということに、靴の中

に入っている小さな小石は、今まではどち

らかというと、自分にとっては邪魔者のよ

うであったものが、この子にとっては、かけ

がえのないものだと書いておられるところ

などのお話を聞きながら感じさせていただ

きました。 

 本当に多くのことを今日、示唆をいただ

いて、ビハーラ活動の中で感じ得たことを、

自分の中で何度も何度も聞かせていただい

たような思いで講演を聞かせていただいた

ことであります。感想で申し訳ございませ

ん。 

○伊東 

 いえ、急に振ってしまってすいません。亡

くなっていく方と、その人から、もの語りが

進んでいくのかということが、先ほど、やま

だ先生の基調講演でもございましたし、そ

のあたりについては、とても興味深いなと

私も思って聞かせてもらっていました。丘

山先生にも少しお聞きしたいと思います。 

○丘山 

 それでは私が感じたことをお話しさせて

いただきます。基本的に私は、聞くときの大

前提として、自分にとって、これはどういう

意味があるかなと、やまだ先生のお話から、

自分は何を学び取れるかなということをず

っと考えていました。 

 それから、ビハーラの活動者、活動、運動、

それに携わる方々にとって、今日のやまだ

先生のお話は、どういうふうにおひとりお

ひとりが活かせていけるかなということを
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大前提で、それは感じていました。 

たくさん、お伺いしたいことはあるのです

が、一つは、先生のお話をお伺いしていると、

ある意味では個の問題、私の問題、おひとり

おひとりの問題。僕たちは孤独な存在では

ないのだということは大前提なのですが、

焦点は個、人間ひとりひとりに当てられて

いるような気がしました。 

 私は、それを少し応用して、世界のこれま

での歴史とか、僕たちの、私たちの将来。や

まだ先生も、これから生まれてくる子ども

たちのこともおっしゃっていましたし、死

者のこともおっしゃっていました。 

 歴史というのは、やっぱり私たちがどう

語ってきたか、あるいは語り直さなければ

いけないか。将来に関しても、私たちは将来

の像をどういうふうに語っていくのか。語

りって本当に、やまだ先生のお話を聞けば

聞くほど、もの語り、語り直していくという

ことが、すごく魅力的、大事なことと思いま

す。 

 たとえば、これは単なる比喩ですが、昨日

ちょっと読んだのですが、ここのところ、ず

っと私のこころに引っ掛かっていたのは、

新型コロナウイルス感染症のワクチンを経

済的先進国が独占して、何をやっているん

だと私は思っていました。最近そのような

発言をする方が出てきているので、少しほ

っとしています。 

 それを、昨日、新聞に面白い比喩で、「村

が火事になった。金持ちが消火器を全部独

占して自分の家に集めている。そんなもん

だろう」というふうに書いていて、やっぱり

私は、そういう自分さえよければという思

いは、一つの私たちひとりひとりの中に刻

み込まれていた、刻まれている、もの語りだ

と思います。 

 でも、それはやっぱり、もう駄目だという

か、私たちの存在とか、それから現在の政治

でもそうだと思います。政治の在り方とい

うのも、本当に語り直さなければいけない。

議論しなきゃなんていう話ではなくて、私

はやっぱり、やまだ先生のことばの力って

すごいと思いまして。世界を、政治を語り直

さなければいけないのではないかというふ

うに、もし先生が、その応用で使ってくださ

ったら、ものすごく説得力があるのではな

いかなと。 

 それからもう一つ、やまだ先生の講演に

出てきましたが、私がずっと気になってい

たのは、もの語りを、どうやってもの語れる

か。オルタナティブでひとりひとりがどの

ように語り直していくのか、ということで

すが、これは、やっぱり文化的な背景や、さ

まざまな歴史性などの中に生きている限り、

それぞれの個性があると思いまして。 

 逆に言うと、私が私の、たとえば人生を肯

定的に捉え直したいな、もの語り的に、もの

語りたいな、死ぬときに、やっぱり全肯定で

死んでいきたいというときに、その材料な

しに、何か思いつきで言うのではなくて、や

っぱり文化的な背景ってすごく大事だと思

いまして。 

 そういう意味では、浄土真宗はそれなり

の、大きな真実の意味での、もの語りを持っ

ているというようには思うのですが、ただ、

それを個人個人の語りとして語り直さなけ

れば、自分のものになっていかないのでは

ないかなということを感じました。 
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 それは世界的なもの語りとか、少し大げ

さですが、それから、やはり個人のもの語り。

個人が自分の人生を語っていくときに、ど

のような形で、簡単に言うと、どういう材料

があるのかなというのを感じていました。

そこは何かお教えいただけたらありがたい

なと思います。 

○伊東 

 とってもいいのではないかと思いました

がいかがでしょうか。 

○やまだ 

 どうもありがとうございました。野村先

生のお話について、セナのお話から hideさ

んのお話、「hideさんノート」の話をしてく

ださいました。そして大江健三郎さんの話

から靴の中の小石という話をしてください

ました。これこそ、まさに、もの語りがもの

語りを生んでいくというか、連想が広がっ

ていくというか、そういう、もの語り実践を、

さっそく行ってくださったのだと感じてと

てもうれしく思いました。 

 先ほど丘山先生がおっしゃってくださっ

たように、文化の中に私たちはもの語りを

持っているのですが、それが自分バージョ

ンになるといいますか、自分の経験とむす

んで語る「私もの語り」になっていかないと、

なかなか人は本当には動かないのだと思い

ます。まさに、もの語りがもの語りを生むと

いう連想をしてくださって、個人のもの語

り、私のもの語りとして語り直してくださ

ったのが野村先生のコメントだったのでは

ないかと思います。 

 そういう意味で、「あ、この話は、この話

にむすびつくよ」というふうにして、ご自分

のもの語りとむすびつけていくことが、も

の語りの持っている生成力ではないかなと

思います。 

 教訓であるとか、こうしなければいけな

いとか、あるいは正論というのは、あまり、

もの語りがもの語りを生んでいかないとこ

ろがあります。確かに正しいことを言われ

ているのだけど、それは否定できないのだ

けど、「こうすべきですよ」と言われると、

なんとなく反発したくなってしまったり、

こちらの耳からこちらの耳に消えてしまう

こともあるように思います。 

 例え話であったり、そういう、私の経験も

の語りだったりすると、なぜか連想が広が

っていって、そして、そのまま受け身で聞く

というのではなく、自分のもの語りにして、

主体的に語り直したくなってくる。だから、

セナの話を聞くとセナについての感想では

なく、hideさんのもの語りを語りたくなる。

私の授業でも、hide さんの話をたくさん語

ってくれた学生さんもおりました。 

 そういうふうにして、もの語りが広がっ

ていって、自分は経験したことがないこと

でも、自分の経験と、またむすびつけて語り

直され、私のもの語りになって語られてい

く、主体的なもの語りになって生成されて

いくというところが、とても面白いところ

だと思っています。そういう意味で、野村先

生の二つのお話は、とても興味深く聞かせ

ていただきました。 

 それから丘山先生のお話ですが、おっし

ゃるとおり本当に、もの語りというのは個

人のライフストーリー、自分のストーリー

を変えていくという語り直しもありますし、

それから、歴史を変えていくというのか世
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界を変えていく、大きなもの語りですね。そ

の語り直しにも、もの語り論はとても役に

立つと思います。 

 私たちは今、わりと悲観的な未来を思い

描いていますが、それも、もしかしたら使い

古された近代のもの語りにこだわっている

からかもしれません。ずっと右肩上がりに

成長しつづけなければいけない、今は経済

成長が止まっていたり、下がっているから

いけない、もっと伸びていかなきゃいけな

いというのは、右肩上がりの神話にちょっ

と毒されているのかもしれないですね。 

 もしかしたら、成長しなくてもいいから、

もっと幸せな生き方があるのじゃないかと

いうような、今までの世界をつくってきた

もの語りに対して、あるいは近代的なもの

語り、あるいは進化のもの語り、あるいは成

長もの語りですね。そういったもの語りに

対してアンチテーゼを出していく。それが

新しい歴史をつくっていく力、新しい歴史

を語り直していく力になるように思います。 

 そういう意味では、丘山先生のおっしゃ

ったことは本当にそのとおり。ぜひ世界を

つくり直していくというか、歴史をつくり

直していく共同生成の作業を、ほんの一歩

でもやっていきたいなというふうに、あら

ためて思いました。 

 それから、個人のもの語りについてもお

っしゃったのですが、やっぱり私バージョ

ンのもの語り、先ほど野村先生のところで

もお話ししましたが、私バージョンのお話

をつくっていくことによって、世界にアク

ティヴに関わり生成的になっていくように

思います。「私のもの語り」と言うと、自分

に閉じられた狭いものみたいにみえますが、

逆説的に、「私のもの語り」が「私たちのも

の語り」になって広がっていく力を持って

いるわけです。 

 そういう意味で、大きなもの語りも大事

ですが、もう一つ、そういう小さなもの語り

といいますか、私の体験から出てきたもの

語りが、他の人の体験のもの語りとむすび

ついていくような広がり方があります。個

人のもの語りとおっしゃった、そういった

もの語りの力というのも、あらためて感じ

たところです。どうもありがとうございま

した。 

○伊東 

 ありがとうございます。先生方に今いろ

いろなテーマを出していただいて、その中

でも本当に全て、恐らく先生方もまだまだ

話し足りない部分があるという状況かなと

思うのですが、いかがでしょうか、どのあた

りから、もう少し話を進めてみたいとか、今

のそれぞれの先生方の話から、この話をし

たいと、そういうことは何かありますでし

ょうか。 

○丘山 

 では、よろしいでしょうか。一番先に申し

あげたように、ビハーラ活動をされている

方々にとって、今日のやまだ先生のお話は

どういうふうに、それぞれの方が実践的に、

応用と言うとおかしいですけれども、自分

のものとして今後の活動に生かしていける

か。それを少し考えたいなというか、教えて

いただけたらなと思います。 

 私以外は野村先生も、もちろん先生もそ

うですけど伊東先生も、皆さん実践の場を

持たれているので、そういう実践の中で、ど

ういうふうに生かしていけるのかな。生か

すというか、僕は根本だと思います。そこら

を、実践なさっている先生方からお話を伺

いたいです。 

○伊東 

 そうですね、ビハーラ活動は、最初にオー

プニングの映像でも歴史が流れていました

とおり、1987 年以降、仏教者の社会活動と

して広がってきたわけですが、もともとは
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現在の緩和ケア病棟、がん患者を中心とし

た、積極的な治療が難しい患者さんへの仏

教者によるケアというのが一番、最初であ

り、田宮仁先生が言い出したのがはじまり

です。 

 その後も、特に浄土真宗本願寺派が全国

に展開していく中で、終末期以外にも、社会

福祉的な場面でも、そのような活動は必要

だということで推進され、現在では、今述べ

た緩和ケア病棟のみならず、特別養護老人

ホームや、それこそ野村先生の施設であっ

たり、いろんな場所で社会福祉的な実践を

されていると思います。 

 オープニングの映像でもございましたが

「ビハーラ活動 30年総括書」というものを

最近発刊され、それに私も少し関わらせて

いただきましたが、その中での実践では、高

齢者の入居者さんと活動者が話す活動の中

で、いわゆる傾聴という活動であったりと

か、レクリエーションをして利用者さんと

楽しい時間を持つということであったりと

か、散歩に行くとか、いろんな活動を全国で、

教区ごとでそれぞれの色は違いますが、ビ

ハーラ活動を展開されているなというのが

概観かなという感じです。 

 特に、先ほどのお話を聞きながら、対話の

中で、どういうふうに死に関するもの語り

を超えていけるのかということであったり、

そのあたりが、活動者と利用者であったり、

もしくは家族であったり、いろんな立場が

あるかなと思うのですが、私も非常に興味

深いなと思って聞かせていただきました。 

○丘山 

 やまだ先生にお伺いしたいのですが、遊

び半分ではなく、本気で、もの語りたい、自

分を。そのときに一人でするものなのです

か、語り合いながらつくるのですか。つくる

といっても簡単につくるという話ではない

のですが、そのあたりを教えていただきた

いです。 

○やまだ 

 人は個人じゃないと言いましたけれども、

本当に語りというのは聞き手が必要なので

すよね。 

○丘山 

 そうですよね。 

○やまだ 

 ええ。だから私たちは、たとえば壁に向か

って語れと言ったら、もうとても語れませ

んよね。 

○丘山 

 そうですよね。 

○やまだ 

 今は遠隔だけど、それでも聞いてくださ

る人がいます。そういう人に向かって、やっ

ぱり語るわけですよね。だから聞き手は必

ず必要で、たとえモノローグであったとし

ても、もう一人の私が聞いているというか

たちになります。だからもの語りの共同生

成というのは、話し手と聞き手のまさに、そ

の真ん中にもの語りができてくるという感

じですね。 

○丘山 

 期待していたなんて言うと失礼ですが、

まさにビハーラ活動の一つって、それが大

きいと思います。 

○やまだ 

 そうですね。 

○丘山 

 そのときに、私は昔から、真宗に来る前か
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ら、自分が死ぬときは、悲しかったことも苦

しかったこともひっくるめて、ああ、生きて

いてよかったなと思って死にたい、人生を

全肯定して亡くなっていきたいと。 

 そのときに自分一人では、そういう痛み

とか何かがあると、そういう総括はできな

いとしたら、僧侶が、誰かがなんですけど、

今で言えば、やっぱり僧侶が、そういう役割

を果たしていかなければいけないというか、

果たせるのではないかなと。 

 野村先生、私が亡くなるときは、私のそば

で、私の人生を全肯定できるようなもの語

りを先生がつくって私に話し掛けてくれる

と。本当に、もうこちらはしゃべれないので

すから、ぜひお願いいたします。 

○野村 

 僧侶自身も、やはりご門徒さんに、ずいぶ

ん育てられていくということが多いです。

ご門徒さんが亡き人のことを語ってくださ

ることばは、お仏壇の前で遇うことが多い

です。実はビハーラ活動自身も、先ほど伊東

先生におっしゃっていただいたように、淀

川キリスト教病院での実習でございました

し、当時は緩和ケア病棟との言い方もなく、

ホスピス病棟でした。 

 今、その淀川キリスト教病院も地域医療

連携センターをつくられており、単に病院

の中だけの緩和ケアというような感覚はあ

りません。在宅ということばがいいのか、そ

のお方が日暮らしをしておられる現場を大

事にしていくということの方がいいのか、

分かりづらいですが、ビハーラ活動をされ

ている方々は、ご自身の生活の環境の中で、

その活動をなさるということが多くなって

いると思います。 

 ただ、福祉の、介護保険の教育カリキュラ

ム等々は、どうしても日本は、死んだらおし

まいということが多いので、ケアマネジャ

ーさんも亡くなるまでは一生懸命ケアプラ

ンをつくられるのですが、その愛しい方を

亡くされたご家族の方々が、その後どうい

う思いで受け止められるかというケアプラ

ンの作成は、日本にはありません。 

 でも私は、その地域で暮らしている者で

あるならば、１年後、仏花を持って村を歩い

ておられる方があれば、「ああ、今日がお連

れ合いさんのご命日でしたね」と声をかけ

られることが大事だと思います。 

 たとえば同級生で結婚をした方に教えて

いただいたことですが、お連れ合いを突然

病で亡くされた後、お仏壇をお迎えになら

れ、七回忌をすぎたある日お参りすると、お

仏壇の前にランドセルが供えてありました。

私は同級生に、「このランドセル、お孫さん

にどのように渡すの？」と聞いたら、「それ

は野村君、これはおじいちゃんとおばあち

ゃんからやでと言って渡すよ」と私に教え

てくれました。 

 お孫さんとおじいちゃんは、今生では出

会っておられません。お連れ合いを亡くし

て、お仏壇をお迎えなさったお方が、わが子

の成長とともに孫に会うときに、孫に買っ

たランドセルをお仏壇に供えて、そのラン

ドセルをお孫さんに渡すときに「おじいち

ゃんとおばあちゃんからやで」と渡される

ということばに出遇わせていただくのが僧

侶なのかなという思いを持ちました。日々

どれほど、このお仏壇の前で彼女が思いを

持ってお念仏をしていたのかということに

も出遇わせていただきました。 
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 僧侶自身も実は、こういうご門徒の方々

の往生なさったお方をしのばれることばと、

生活の中で紡がれていく心に育てていただ

く。今日の先生のことから申せば、もの語っ

ていただいていることばに出遇わせていた

だいたときに、経典のことば、文字は何も変

わりませんが、そのおことば自身が私の胸

中で響いてくるところが変わってくるのだ

ろうというふうに思っております。 

 そういう意味では、それはご門徒の方々

や、お出会いさせていただいた方々のおこ

とばにお育てをいただいて、僧侶でいさせ

ていただいているのだなと思ったことでご

ざいます。 

○伊東 

 ありがとうございます。本当になんとい

うか、死の間際に僧侶やケアマネジャー、そ

れこそ寺院が地域にあるということが、そ

の紡いでいくキーになり得るのかなと思い

ながら聞かせてもらいました。やまだ先生、

いかがでしょうか。 

○やまだ 

 野村先生、丘山先生、素晴らしいお話を聞

かせていただきましてありがとうございま

した。 

 私の授業を受けられた僧侶の方がおられ

て、その方は、何代か家業として受け継いで

きたので、どうも僧侶としての自分に自信

もないし、それから、お葬式仏教をやるのも

疑問があるというふうに思っておられまし

た。でも、このナラティヴの授業を受けてか

ら、「私はこれから、ナラティヴ・プロデュ

ーサーとして生きていきます」というふう

におっしゃって、とても元気になられまし

た。 

 僧侶というのは本当に、地域の人びとを

むすぶ語りの場をつくるお仕事ですね。お

葬式の場もそうですし、その後もそうです

し、その語りの場をつくっていく、ある意味

でプロデューサーとしての役割があるので

はないかなというふうにおっしゃっておら

れました。その話を今思い出しましたが。 

 まさに、もの語りというのは自分一人で

紡ぐものではなくて、それを語る人々、ある

いは語りの場というのがあって、そこの中

でもの語りがつくられていき、そして、その

人のことをあまりよく知らなかった人も、

「ああ、この人はこういう人生だったんだ」

と、そこからまた学ぶものがあったり、その

人の病や死から贈り物を勝手に受け取ると

いうか、プレゼントされるということがあ

ると思いますので。 

 そういう意味で、亡くなっていくプロセ

スを、一緒に見守っておられるケアの方も

そうですし、葬儀の場も、その後、死者につ

いてどう語るかということも全部含めて、

すごく大事なことだなというふうに、あら

ためて思わせていただきました。 

 それから、ビハーラ活動とどうつながる

かということですが、私もビハーラ活動に

あまり詳しいわけではないのですが、緩和

ケアの医療の方々とお話しする機会はわり

とありまして、そのときに、やっぱり大事な

のは、あとどれだけ生きられるかとか、そう

いった医療的なものも大事だけれども、基

本的に、本人が自分の人生や生きることの

意味みたいなものを自覚できることが幸せ

感を生むのだと感じさせられます。人は本

当に、生きる意味を求める動物なのだと思

いますね。 
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 だから「どうして、よりによって私がこの

病気になったのか、なぜ、あの人でなくて私

だったのか」というような、誰にも答えが出

ない問いを延々と考え続けるのではなくて、

「今は病を得てしまったけれども、この私

が今生きていることに、何か意味があるん

じゃないか」と考え方を転換する。 

 あるいは、今、私ができることで何かメッ

セージが残せるとか、あるいは、できること

があるんじゃないかとか、あるいは、明日ま

ででいいから、明日は娘さんが来るから、そ

れまででいいから生きていようとか、ある

いは、桜の花が咲くまで生きていようとか、

いろんな意味があると思うのですけれども。 

 そういう意味があると人は希望を持つこ

とができて、希望を紡いでいくことができ

る。それが意味、人によって、どういう意味

を生成するかはいろいろですが、それをつ

くるのがナラティヴなのかなというふうに

思いながら聞かせていただきました。 

○伊東 

 ありがとうございます。 

○丘山 

 素晴らしいなというか、私たちは、それを

あまり自覚していないんじゃないか。今、や

まだ先生がおっしゃったこと、ビハーラで

も一生懸命、皆さんなさっていて、それをよ

り多くの人に。それをやっている人とか、そ

ういうのを超えて、終わりを迎えているよ

うな方のそばにいるどなたも、そういう役

割を果たせるんじゃないか。 

 今、僕が残念に思うのは、日本はそういう

文化がすごく希薄になってきていて、だか

ら今こそ、やまだ先生のおっしゃったよう

な、そのことばそのものでお伝えしていく、

実践していく。私はもう、今日は 120％おな

かいっぱいです。今のおことばで本当に、僧

侶っていいな、そのナラティヴ・プロデュー

サー、その彼が素晴らしいなというか、僧侶

としての知識とかなんとかいうのではなく

て、そういう思いこそ僧侶だというふうに

僕は感じましたね。素晴らしい話をありが

とうございます。いやいや、参りました。あ

りがとうございます。 

○伊東 

 私も、本当に大事なお話だと思って聞か

せてもらっています。今のお話の中で、一歩

踏み込んで言うのが、すみません、ちょっと

焦点がずれているかもしれませんが、どう

いう僧侶であり、ビハーラ活動者であり、近

しい人が、語り直しをする上で重要なのか。

この人であれば私は話していいと思える、

もしくは、語り直しやすい条件というのが、

どういうふうにすれば高まっていくのかな

ということも考えたりしていました。 

それは、やまだ先生の先ほどからのご発表

を受けながら、本当に広い方法を提示され

ているなと思いまして、たとえば、たとえ話

であったり、仮定法であったり、もしくは自

分のもの語りを話すとか、いろんな材料を

われわれに提示いただいたかなと思いなが

ら、それをどう応用していくかということ

も、すごく大事なのかなと思ったりして聞

いてはいましたが。 

 どうですか、野村先生。現場の話というと、

野村先生に振りたくなる思いがありまして

いかがでしょうか。 

○野村 

 今日、もの語りは多様であるというふう

に先生におっしゃっていただいたのですが、

きちんと、そのお方のことばを聞き届ける

ことが、ビハーラ活動の現場では大事であ

ると思います。 

 もう一つは、あまり自分の活動を思い上

がることなく地道に、その活動を継続して

いくことが非常に大事であると思います。

今回のコロナ禍で言うと、たとえば、ご家族

であったとしても面会等々も厳しい中でも、

32



ご家族でないお方で、本当にこのお方が、こ

の利用者にとって面会していただくことは

非常に必要なのだなと感じるということが

ございました。児童養護福祉施設でお育ち

になったお方が、ご往生になるということ

があったのですが、平安養育院の園長先生

が代々、もう何代も替わっておいででござ

いますが、ご往生にさいしお通夜、葬儀にお

参りをくださいました。このお方は浄土宗

の施設におられたお方ですので、本当にお

念仏、「南無阿弥陀仏」が、よう出てくださ

るお方でございました。 

 そこで語られた話は、相談員として関わ

ってこられたお方が、次の職員さんに、次の

職員さんにと、そのお方のことが語られた

お話にも出遇わせていただいて、小学校の

ときにスケートをしていて、外国の方とぶ

つかられて骨折されたときのお写真、その

ときに海外の方がお見舞いなさったお写真

等々が、葬儀のときに御供えされました。そ

して調理師の方までおひとりおひとりが、

そのお方の人生を語られるという場面があ

りました。 

 実際、そのお方のケアマネジャーに関わ

っていた者も、葬儀の時お参りされて「その

場で語られていた、自身が知る前のその方

の人生にふれたことが、今後のケアマネー

ジャーとしてのあり方を考えることになり

ます。」と話されていました。ご往生の後も

記録が残されるということはありませんが、

ビハーラの活動の中では、大事に聞き届け

ていけると思います。今回、私と一緒にお参

りさせて頂いた職員は「養育院の施設長さ

んや相談員さんと会えたことが、介護にか

かわる者として大切にしていきたい心だ」

と話していました。 

 もの語りが多様であるという、このこと

ばも今日、先生のおことばで聞かせていた

だいたものの中で、私は本当に大事にさせ

ていただきたいなという思いを持っている

ところです。 

○伊東 

 とってもいいのではと思います 

○やまだ 

 先ほど、ビハーラ活動の中で、どういうふ

うに語りを聞いたらいいかみたいなお話が

ありましたが、従来のカウンセリングです

と受容と傾聴と共感というようなことで、

それは基本ですが、ナラティヴ・アプローチ

だと、もう少し積極的に語りの場をつくる。

それこそナラティヴ・プロデューサーじゃ

ないですが、そのようなことを考えます。 

 それは、相手から語りを引き出すとか、そ

ういうことではなくて、インタビューする、

インターして見るわけなのでインタビュー

といいます。ただただ傾聴して「そうですね、

そうですね」で話が進んでいく場合もあり

ますが、なかなか語れないことも多い。なか

なか語りが続いていかないという場合もあ

りますよね。 

 そういうときにですが、やっぱり相手と

の共同生成、もの語りは、インタラクション

して間にできてくるものなので、こちらの

ちょっとした問い掛けで語りが出てくると

いうことがあります。 

 その一つに、「たとえば」ということばが

あります。どうしても私たちは、ことばで語

るときに、きれいなことばというのか、少し

概念化した大きなことばで語ったりします。

それをすごく具体レベルに下ろしてもらっ

て、「たとえば、どういうときですか」とか、

「悲しい」とかおっしゃったら、「たとえば、

どういうときにですか」とかいうふうに、具

体的なお話をできるだけ聞く。 

 そうすると、同じ「悲しい」ということば

の中にもいろんな悲しみがあるでしょうし、

こちらが受け取っていたものと、本当はず

いぶん違うことをおっしゃっているのかも
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しれない。だからことばって本当に不自由

なもので、とても素晴らしいものなんだけ

ど、ことばで言われたら、こちらでは理解し

たつもりでいても、そうじゃないことはあ

りますよね。 

 それから、できるだけ具体的なことで語

っていただいた方が、ああ、なるほど、こち

らにも、腑に落ちて分かるということがあ

ります。私がインタビューのときに、なかな

か進まないときは、あるいは相手がおっし

ゃったことばをもう一回、こちらで繰り返

しますが、ただ繰り返すだけではなくて、も

う少し、そこから奥へ行くために、インター

していくために、「たとえば」を使うことが

ありますね。 

○丘山 

 私は、やまだ先生に感化されて、こう行く

わけではないのですが、すごく共感するこ

とばかりです。 

 私はビハーラの会に出させていただくと、

傾聴、傾聴って強調し過ぎるのではないか

なと思っていました。それは、僧侶とか宗教

者というのはそもそもおしゃべりだから、

黙って人の話を聞けという意味では、こっ

ちからこっちに振っているのは分かるので

すが。 

 でもやっぱり、今日参加なさっている方

は、先ほどの、今のやまだ先生のお話からも

感じられたと思いますが、もの語りって、語

りの中で語られてくる、つくられてくると

いう。だから、一方通行で聞くだけでは、も

の語りはできない。それと、そういう意味で

は本当に一歩踏み込んでというのも、時に

は必要かなと。 

 それから、これは宗教者としてではない

のですが、大学にいるころからそうなので

すが、学生が相談しにきたときに、いろんな

話を聞くと、それは何か、自分が生きること

を考える材料になるというふうに、僕がそ

れで得をする。相手も、もちろん得をしても

らわないと困るのですが。 

 だから、共に成長していくなんて、そんな

きれいごとではなくて、ある意味では僕の

人生を考えるのに、こいつの悩みを聞いて

いると面白いなとか思って。正論じゃなく

て、こういうふうにあらねばならぬという

のではなく、なにか聞きたいなとかいう思

いも大事なんじゃないかなと思います。 

 それから、それこそビハーラ活動をやっ

ている僧侶の方々、特に一生懸命やってい

る方々にお伺いしたい。私は、ある有名な作

曲家がちょっとした知り合いなんです。そ

の人は、脳の何かのあれで、だんだんしゃべ

れなくなっていて、でも意識ははっきりな

さっていて、すごく聡明な方で、仏教とかキ

リスト教をどうのこうのと言うのはあまり

好きじゃなくて。でも僕は、とても宗教的な

人だなというふうに思っていました。 

 ３、４回しか会ったことはないのですが、

奥さまから知らせがあって「主人が丘山さ

んと話をしたいと言っています」と言われ

ました。でも彼は話をできないのです。で、

３回か４回しか会ったことがないので、私

は困って、でもお断りするわけにいかない

じゃないですか。 

 そのときに、もう、しゃあない。三善晃と

いう作曲家ですが、彼がご病気になられた

後、桜が彼は好きで、桜の咲く季節に私、１

回だけ車にお乗せして、近くの公園へ行っ

て、ゆっくり車を。彼はすごくうれしそうに

していて、珍しく明るい。すごく思索的な人

なので、あまり笑顔はないのですが。 

 もう一つは、私が仕事で草津へ行く途中

に、彼は夏、軽井沢にいるので、行ったとき

に、もうご病気はかなり悪かったのですが、

すごくいいお顔をして。私は間違って、お話

しして草津まで行って、あ、先生の写真を撮

りたいと思って、「戻っていいですか、もう
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一回、ちょっと」と言って、彼も奥さんも喜

んでくださって、写真を撮らせていただい

た。 

 その思い出、僕は二つあって、もう一つが、

このお話、出来事、僕と彼との出会いのお話

を彼に語りかけよう、彼にも思い出してほ

しい。きっと彼も、桜のあの風景を思い出し

てくれるんじゃないかなと思って雑談なん

かをしながら、雑談というか一方通行です

が。 

 あれは奥さまが隣にいらっしゃったので、

先生に関するお話を奥さまと二人でしなが

ら、先生の生きざまを語っていく。だから場

合によっては、お話をできない方だって、私

たちは、そういう方とも語り合えるという

ふうな気がしました。 

 だから、あまり傾聴、傾聴というのではな

くて、傾聴が基本だと、でも傾聴の中で、や

まだ先生のおことばを借りれば、その方の

人生を共にもの語っていっていただきたい

なと。ビハーラ活動は素晴らしい活動だと

思いますので、そんなものも、これから少し

自覚的に取り入れたら素晴らしいのではな

いかなと思います。 

○伊東 

 ありがとうございます。今のお話を聞き

ながら、先ほどの野村先生のお話もそうで

すが、施設の中での臨床の中で紡いでいけ

たこともそうですし、丘山先生のお話でも、

なぜ、そのご友人が丘山先生と話をしたい

んだというふうに言ったのかなと。 

 そのうまくいったポイントみたいなのは、

僕は聞きながら、出会いから、その後のコミ

ュニケーションであったり、施設の中での

ミーティングの方法とか連携とか、それま

での空気のつくり方とか、そういうものな

のかなと想像しながらお聞きしていたので

すが、どうですか、ちょっとお聞きしてもい

いですか。 

野村先生、どうですか。どういうふうなコミ

ュニケーションが紡いでいけるコミュニケ

ーションになるのかなというのが気になり

ました。 

○野村 

 最後のまとめでもおっしゃってくださっ

ていましたが、一つのパターンで何かの正

解を導き出すということではないと思いま

す。本当におひとりおひとり、それぞれに人

生を送っておられますし、その中で、いろい

ろな方と出会われたものが蓄積された、そ

のお方がご往生になった後で、また発露さ

れてくるということがあります時に僧侶は、

「それは浄土真宗の教えではない」とか「親

鸞聖人のおことばに、どこにそんな証拠が

あるのだ」というようなことにとらわれて

します。もし悲しみの場でこのようなこと

になると大変なことになってしまいます。 

 実際にビハーラ活動を続けてくる中で、

教義的解釈というものと、現場で悲嘆を抱

えておられる方について、正論、正解だけで

「こうすべきだ」にならないように、自分自

身はこれからも努めてまいりたいという思

いで、今日は最後のまとめも聞かせていた

だいていたようなことでございました。 

○伊東 

 どうですかね、丘山先生は、何かそのあた

りで思われるところはありますか。 

○丘山 

 私は、基礎的な学びは必要だと思います。

基礎知識。ビハーラでも、無手勝流というか

自己流でというのはあり得ない。ただ、それ

はやっぱり、ある程度学んでいけるのは技

術だろうと。もう一つは、もっと根っこにあ

るのは、志とか、人に対する、いい意味での

関心。それなくして成り立たないのではな

いかなというふうに思っています。 

 たとえば、僕はそんなに善人ではないの

ですが、やっぱりひとりひとりには人生が
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あって、仏教的に言うとカルマ、悪い意味で

はないんですよ、カルマ、経験のトータルで

ひとりひとりが生きてきているんだと。 

 だから、今日のやまだ先生のお話で言え

ば、その人、ひとりひとりにもの語りがある

んだけど、もの語りとしては紡がれていな

いことが多いかもしれない。だけど素材と

しては、ひとりひとりの方って、やっぱり素

晴らしい生き方をしている。 

 嫌な人だななんて、みんな思っている。僕

も何か、ふと思うときはあるけれども、やっ

ぱりこの人にはこの人の、全ての人生が今

をつくっている。そういう意味で、僕はすご

く、いろんな人に、悪く言うと関心というか

興味があって。 

○伊東 

 いや、悪い意味ではないんじゃないでし

ょうか。 

○丘山 

 だから、これがなければ駄目だという話

ではないのですが、私の場合には、そんな、

人に対する関心。だけど、もちろん勝手なや

り方は駄目だなというのは重々承知してい

るつもりです。そんなことですかね、感じる

のは。 

○伊東 

 私も心理士として、今のお話を聞くと、ナ

ラティヴでよく言われるような、無知の姿

勢という言い方をしたり、not knowingと言

ったりするのですが、相手のことを知って

いるという前提に立たずに、先ほど、やまだ

先生も「たとえば、どういうこと」というふ

うにおっしゃっていたように、分からない

から、もう少し教えてほしいというような、

相手に興味関心を持つみたいなことを、ナ

ラティヴ・アプローチでは not knowing、無

知の姿勢という言い方をしたりするので、

それに通じる、丘山先生のことばだと、人へ

の関心なんだなと思って聞かせてもらって

いました。 

○丘山 

 貪欲な関心。 

○伊東 

 貪欲な関心ですか。 

○丘山 

 そう、テクニカルじゃないんです。 

○伊東 

 そうですね、ちょっときれいなことばで

言うと not knowing ですが、丘山先生のこ

とばでは「貪欲な関心」なんですね。 

○丘山 

 おせっかいなんです。 

○伊東 

 でも、そのバランスが、僕は聞きながら、

とても大事なのかなと。今の野村先生の話

でも、やまだ先生の講演にあったマスター・

ナラティヴと、そうじゃなくてオルタナテ

ィブな、目の前の現実と、ということを、ど

うすり合わせるかというのは、とても大事

な話だなと。 

 特に僧侶、真宗に関する人は、浄土真宗に

関する思いが強いですので、そのことが、ど

ういうふうに目の前の支援につなげていく

かというのは、とても大事なところなんだ

なと思いながら聞いていました。 

 残り５分少々となりましたが、やまだ先 

生、このあたりのお話はいかがでしょうか。 
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○やまだ 

 いろいろ実践の中から語られてこられる、

野村先生や丘山先生のお話を、とても興味

深く聞かせていただきました。 

 今の人に対する関心ということですけど、

私も本当にそう思いまして。たとえば、認知

症のおばあちゃんのケアをしていて、そう

すると「どうして何回言っても分からない

の、また」みたいな気持ちになりますが、そ

うではなくて、そのひとりひとりに、単なる

おばあちゃんではなくてひとりひとりに、

やっぱりもの語りがあって、人生があると

いうふうな見方をする。 

 「ああ、おばあちゃんも大変だったね。戦

争をこうやって乗り越えてきたんだよね」

とか「一人息子さんを亡くされて頑張って

きたんだよね」みたいな見方で今のおばあ

ちゃんを見ると、もう全然、その人に対する

リスペクトというか尊敬の念が違ってきて。 

 今までは何もできない駄目なおばあちゃ

んだったのが、一転して「ああ、こんなに生

き延びてきた。よく生き延びてきたね、ここ

まで」という気分になりますよね。だから、

そういう意味でも、その人に関心を持つと

いうことは、すごく大事なことなのではな

いかなというふうに思っています。 

 それから、もの語りを聞くということで

すが、今日、仮定法と言いましたけど、もう

一つ、「もし…だったら」というお話をした

のですが、これも単なるテクニックではな

くて、使える場面がすごくあるような気が

します。 

 ナラティヴ・アプローチの中には未来語

りというものがありまして、未来について

のお話をしてもらうんですね。私もビジュ

アル・ナラティヴでイメージ画をつくった

り、コラージュをつくったりしているので

すが、必ず未来のもの語りを語ってもらう

ようにしています。 

 どうして未来かというと、「未来はまだ何

もないから語れない」と言う人は多いので

すが、たとえば１年後みたいに、わりと短い

短期の未来を想定してもらって、そのとき

は今よりも、こうなっているだろうとかい

うふうに、少しポジティブなもの語りにな

っていくんですね。 

 不思議なことに、絵を描いてもらってい

てもそうなんですけど、未来を語るときに、

たとえば「私の未来は真っ暗闇だ」とか言っ

ている人でも、絵を描いてもらうと、いくら

なんでも全部を黒で塗りつぶしたくないん

ですね。そうすると、雲の向こうにお日さま

が照っていたり。 

 それを自分で見ると、「ああ、私の人生は

まんざらではないかもしれない」とかいう

ふうに、少しポジティブな気持ちになるん

ですね。そういうふうにして、少しポジなイ

メージが思い浮かぶような未来を想定して

もらうと、今、現在がポジティブな気分にな

っていくということになるかと思います。 

 体がそっちに向かっていくというのか、

アクティブになっていくというのか、共同

生成と言いましたけど、インタラクション

というのは、お互いにインターしてアクシ

ョンしていることですから、まさに共同行

為でもあるわけですね。 

 そうすると、一緒に未来の話をしながら、

「もし、こうだったらいいね」というような

話をしながら、一緒に体が未来に向かって

いく。そうすると、過去に向かって嘆いてい

た体が少し前向きになる。まさに前向きに

なるんですよね。そういったことに使うた

めにも、「もし…だったら」という仮定法の

語りも役に立つかなというふうに思いまし

た。 

○伊東 

 ありがとうございます。未来について語

るということは、今までの語りとも変わる
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きっかけになったりもしますし、ナラティ

ヴの中で、自分の死んだ後の語りをすると

か、そういうのもあったりしますね。少し広

がるような気がしました。 

 すみません、もう話をしていると、あっと

いう間に１時間がたちそうなところでして、

時間がそろそろ終わりになります。最後に

先生方からお一言ずついただければと思っ

ているのですけれども、いかがでしょうか。 

○丘山 

 じゃあ、私から。今日、学んだ中で、さま

ざまありますが、やっぱり一つは、仏教のこ

とをちゃんと締めくくらないといけないと

思っていて、それはこういうことです。 

 先生の資料 19 枚目の、「文化×聖なるも

の×私のもの語り」となっていて。私は、こ

れは勝手に、また改変してしまうのですが、

ベースに文化とか広い意味のもの語り、小

説とか音楽とか、広い意味の文化。それから

聖なるものは、やっぱり思想とか宗教って

あると思います。そういう背景の中で、私た

ちはひとりひとりのもの語りを生きていき、

それを自覚的にナラティヴにしていける。

もの語りとして。そして自分の人生を意味

つけていくと。 

 そのときに、やっぱり聖なるものが果た

す役割も大きいと思います。これは、ほとけ

さんの教え、あるいはキリストの教えとか、

そういうものなんだなと思います。そこが

自己流だけではない深みを、そのひとりひ

とりの人生に深さ、重さをもたらしてくれ

るのではないかと思いました。それは、私が

そういうふうに思うというのではなくて、

私はそういうふうにして、ああ、仏教をこれ

からまた考え直せるなというふうに思いま

した。 

 もう一つ不思議だったのは、やまだ先生

が大江健三郎を引いて、「死は終わりではな

いんだよ」というのを簡単に、ごく自然にお

っしゃってくださったのは、とてもうれし

いというか。私らは、何か教条的に「お浄土

に行くんですよ、終わりじゃない」と言って

いるような面があって。そうじゃなくて、も

っと自然に、僕らはそういうふうに語れる

文化にしていかなければいけないなと。 

 浄土真宗の教えというのは、ある意味で

は、そういう人類の叡智を、そういうふうに

表現しているような気がするんです。死は

終わりじゃないんだという。そんなことを

学ばせていただいて、本当にありがとうご

ざいました。 

○野村 

 もう全てまとめていただいたことであり

ますが。本当に、活動されている方は、今回

のコロナ禍の中で葛藤も多いとは思います。

親鸞聖人も、ものすごくお手紙を書いてお

られまして、お父さんを亡くされたお方に

も看取りをされた方にもお手紙を書いてお

られます。 

 先ほど申したように私は淀川キリスト教

病院の地元でございまして、病院に入院さ

れた経験のある高齢者、施設入所の方々の

ところには、チャプレンさんからお手紙が

届いていることであります。もし現場に行

くことが厳しいということであれば、ぜひ

活動者の方も、今まで関わってくださった

方々へのお便りをたくさんお書きいただい

て、また、そのお手紙のお返事から酌み取ら

れることを大切にして頂きたいです。 

 それが、ご本人さんへのお返事が、介護者

や介護職員の方に聞き取られていく。手紙

から受け取られたものを大事にしていただ

いて、また面会ができたときに、季節を感じ

ながら、ことばというものも大事に、紡いで

いっていただけたらなという思いです。や

まだ先生のお話を聞きながら、少し私の感

想として持たせていただいたことでござい

ました。ありがとうございました。 
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○やまだ 

 ありがとうございました。本当に私もい

ろいろ学ぶところの多いシンポジウムであ

りました。ありがとうございました。 

 「ありがとう」とか「おかげ」というお話

はしたのですが、「幸せ」ということばも、

「する」と「合わせる」「仕合わせ」が原義

です。先ほど共同生成と言いましたけど、イ

ンタラクション、一緒にインターして、一緒

に紡いでいく。「仕合わせ」とは、すること

と合わせること、縦糸と横糸をあわせて織

物を織っていくような、イメージになるか

と思います。 

 日常に使っている「ありがとう」とか「お

かげさまで」とか「幸せ」ということばが、

どんなに深い意味を持っているかというこ

とを、今また、もう一度かみしめているとこ

ろです。本当にありがとうございました。 

○伊東 

 先生方、本当にありがとうございました。

それでは、このシンポジウムは、これで終わ

りにさせていただければと思います。本当

に皆さま、ありがとうございました。おつか

れさまでした。 
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ビハーラ活動推進委員会では、親鸞聖人ご誕生８５０年・立教開宗８００年慶讃法要に向

けた中長期計画を建て、第一期計画は「ビハーラという生き方を紡ぐ」をテーマに２０１８

年から２０２０年、今年度まで活動してまいりました。その締めくくりとして第１７回全国

集会を計画し実施することになりましたが、新型コロナウイルス感染症のためこのようなオ

ンライン開催という集会になりました。また昨年はビハーラ活動３０年総括書を発刊し、ビ

ハーラ活動３０年の歩みの課題と今後の展望を発信しました。 

そして２０２１年度より２０２３年は親鸞聖人ご誕生８５０年・立教開宗８００年慶讃法

要を見据えて、第２期のテーマとして「日常の中にあるビハーラの種を見出す」としました。 

思い通りにならない人生を私たちは生きています。特に現在は新型コロナウイルス感染症

という目に見えないものに不安を抱え、新しい生活様式が求められています。ビハーラ活動

も施設や病院での活動が大幅に制限され、今後の展望が見通せません。ビハーラは私たち誰

もが抱える生老病死に関わることによって新しい気付きや発見があります。そして今、医療

や福祉の中で私たちのビハーラ活動が求められています。例えば昨年１２月コロナ禍の中で

も長岡にある晴麗看護学校より「死の看取り」と題して看護師を目指す３００人余りの学生

に講演を依頼されました。また長岡西病院ビハーラ病棟での活動を通じて他の病院の医師や

看護師とも交流が出来、燕労災病院の中塚医師（外科医師）より苦悩する患者さんがいるの

で、是非個人面談してほしいと依頼され実施しています。このように私たち念仏者が苦悩を

かかえる相手にあたたかく寄り添う関係を築くことが期待されています。そしてそれは病院

や施設の中だけの活動ではありません。私たちの周りに沢山の苦悩をかかえて生きている

人々にも眼を向けなければなりません。日常生活の中でお互いに出来る事、支えあうことを

見出し積極的に活動していこうではありませんか。 

みほとけの大きなお慈悲をよりどころとする私たちのビハーラ活動はお互いにみほとけ

の慈悲につつまれている「いのち」であることに気づかされます。このかけがえのない「い

のち」を苦悩の中で生きなければならない私たちの現実の中に、ビハーラの種を見出し育て

ていく期間として第二期計画をお互いに実施していきたいと思います。 

ビハーラ活動の今後に向けて 

木 曾   隆  師

（実行副委員長）

ようこ 師 

第 17回ビハーラ活動全国集会実行副委員長 
ビハーラ活動推進委員会委員 
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１．テ ― マ   「願われたいのちの物語を紡(つむ)ごう」 
～悲しみの中にある人びとにぬくもりを届ける～ 

 

２．趣   旨  ビハーラ活動とは、本来仏教が実践課題としてきた生老病死の苦
悩に応えるため、医療・介護・福祉などの各分野とも連携し始め
られました。そして今、その活動は、一人ひとりが自らの生き方
・在りようとしてとらえるビハーラ運動に成熟しつつあります。

その意味で、ビハーラという生き方は、仏教理念に根ざした自ら
の実践道としての歩みでもあります。その歩みを一人でも多くの
方々に紡いでいきましょう。 

 

３．主   催  浄土真宗本願寺派 

４．主   管  第 17 回ビハーラ活動全国集会実行委員会 
 

５．日   時  2021(令和 3)年 1 月 30 日(土) 13 時～16 時 
 

６．開 催 方 法  オンライン全国集会として開催（配信会場: 聞法会館） 
         ※1 月 7 日・13 日の緊急事態宣言の発出に伴い、教区への集合を

取りやめ、YOUTUBELIVE での視聴プログラムのみとして配信 
 

７．募 集 対 象  (1)各教区ビハーラ活動者 
                 (2)浄土真宗本願寺派関係高齢者施設連絡協議会会員施設関係者 

(3)西本願寺医師の会会員 
(4)ビハーラ活動に興味のある方 

 
８．申 込 者 数  309 名（社会部受 72 名、教区 237 名） 
 
９．視 聴 者 数  203 回線（9 教区は教区会場にて視聴） 
 
10．参 加 費  無料 
         
11．基 調 講 演  講師：やまだ ようこ 師  

(京都大学 名誉教授・立命館大学 OIC 総合研究機構 上席研究員・ものがたり心理学研究所長) 
         講題：喪失の語り-しなやかに生きる- 
 
12．シンポジウム  パネリスト：やまだ ようこ 師 

野 村 康 治 師 
(ビハーラ活動推進委員会委員、社会福祉法人至心会理事長) 
丘 山 願 海 師 (浄土真宗本願寺派総合研究所長) 

コーディネーター：伊 東 秀 章 師 
(龍谷大学講師、ビハーラ活動推進委員会企画研究専門部会部員)  

 
              以 上  

 

第 17回ビハーラ活動全国集会 

      開 催 報  告  書 
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アンケート集計  

第 17回全国集会開催終了後、URL通知並びにQRコードによる 

アンケートを実施し回答数は 115件であった。 

なお、記述式の設問については多くの回答をいただいたことから、 

抜粋としている。 
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4

1
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7
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8

1
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神
奈
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阜
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長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

お住まいの都道府県を記入してください

64名

56%27名

23%

14名

12%

8名

7%

2名

2%

年代を教えてください

60代以上 50代 40代 30代 20代

72名

63%8名

7%

29名

25%

6名

5%

区分を教えてください

僧侶 寺族 門信徒 その他
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89名

73%

8名

7%

3名

2%

2名

2% 20名

16%

所属を教えてください（複数回答可）

教区ビハーラ 西本願寺医師の会 本派高施協会員
所属団体関係 所属なし・その他

94名

82%

21名

18%

ビハーラ活動をご存知ですか

大体理解している 少しは知っている

93名

81%

16名

14%

6

5%

どちらで参加されましたか

自宅 教務所 職場

16名

14%

44名

38%

55名

48%

過去に参加されたことがありますか

毎回参加している 過去に参加している

今回初めて参加した
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今回の全国集会をどのようにして知りましたか

（複数回答可）
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どのプログラムに興味をもたれましたか

（複数回答可）
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全国集会に望む内容はどれですか

（複数回答可）
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今回はオンライン形式での全国集会でしたが、通常の集合型と比べてどうでし

たか。率直な感想をお聞かせください 

 

・臨場感はありませんでしたが自宅から、ゆっくりと聞かせていただきました。次回の全国

集会やビハーラの研修会もこのようなオンラインでも参加できるようになると大変あり

がたいと思っています。 

・時間的問題で（往復や家事等）諦めることなく参加できたのが、とても良かったです。そ

の一方で、直接会場で仲間に会える楽しみもあるので、その点では残念でしたが、同じく

オンラインで参加した仲間とメール等で共有したいです。" 

・通常の集会とは形式も内容も違いますので、一概に比較はできませんが、今回の新しい方

法も、今後において検討していく価値のあるものだったと感じました。 

・人との交流がないので実感がない。コロナ禍でやむを得ないが、せめて教区での集まりが

必要と感じた 

・YouTubeライブでの配信でチャットが使えないとなると一方的すぎる。参加者の意見を伝

える場面が必要 

・集合型の場合、移動の時間も含め拘束時間が長くなりますが、オンラインで自宅での受講

は、気持ちの上でも気軽に参加でき、また集中してお話を聞くことが出来ました。集合型

の場合のような、分科会などは難しいかと思いますが、このような形での開催は地方在住

のものにとってとてもありがたい機会でした。ありがとうございました。 

・周りの参加者の事を意識せず、気を使うこともなく集中できて良かったが質疑応答が出来

ないのは残念でした。 

・自宅で、ゆっくり聞くことが出来て良かったです。高齢化でオンラインが出来ない会員も

おられたので近くの寺院でも、蜜を回避してオンラインで配信される事を望みます。 

・今回はコロナウイルス感染の心配はもちろんのこと、時間的・金銭的にも優しいと思いま

す。これからも集合型＋オンラインのハイブリッドで続けてほしい 

・講演などを聞くだけならオンライン形式でも十分。しかし、聞いたことを参加者同士が語

り合う場所が必要と感じる。また、他の教区との情報交換、同じ教区内でも全国集会を通

じて語り合うことがあると思われるので、その場所が必要と感じられる。 

・気遣いのない自由な参加が気楽でしたが、やっぱり、オンラインは他の参加者との交流が

なく残念。質問や意見交換の場がなく残念。呼吸や熱に触れ合うビハーラを早くとりもど

したいと願いました。 

・トラブルなく視聴でき、感染が心配される中でも安心して参加できた。映像の切り替えも

よく見え、臨場感も感じられた。それでも是非次回は集合型で参加したい。 
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参加しようと思われたきっかけをお聞かせください 

・臨床宗教師の学びをしており、興味を持ったため。 

・日頃のビハーラ活動に役立つ知識などを得たかったから 

・中央仏教学院の通信講座を受講している傍ら、がん専門病院の事務職をしており、教区ビ

ハーラからのご紹介で参加してみようと思いました。 

・職場より紹介を受け、興味を持ったから 

・自宅から参加できるから 

・教区ビハーラ活動に参加させてもらっており、活動の参考にしたいと思いました。 

・医療と福祉の業界でお仕事をさせていただいてきました。その中で少しでもかかわること

ができことはないかとも思っています。 

・基調講演およびシンポジウムの内容に関心があったので 

・以前から参加を希望していましたが、会社勤務がありできなかったのが、今回は休日のオ

ンラインということで参加が可能になりました。 

・ビハーラ活動の必要性を感じているため 

・案内を見て、興味関心があった。今、聞きたい内容だった。 

・コロナ禍で今後のビハーラ活動の方向性を見極めていく糸口を知りたくて。 

・オンラインで、講演・シンポジウムを聴き、かつビハーラ活動を知れるから。 

 

基調講演について感想をお聞かせください 

・ものがたりは、お寺で、僧侶として、大切なことであり、特別なことではないと思いまし

た。お参りに来られた方とも「しなやかな復活力」をもってお話させていただけるように

なれればいいなと思います。 

・非常に難しい問題をとてもやさしく説明くださってありがとうございました。経験の編集

作業によって「ない」を「ある」に変えていくのは頭では理解していても、心がついてい

かない。その過程を事例をたててお話くださいました。" 

・悲しみの前に、無力感を感じることも多くありますが、語りを聞く、相手にインターして

いく…ということがとても印象的でした。傾聴への意識が変わったように思います。 

・日々の生活の上でのキーワードをたくさん教えていただいたような気がしました。 

みんな自分の人生のもの語りを紡いでる、ということを改めて考えさせていただき、先生

の優しい語り口とともに、素敵な時間でした．" 

・大変勉強させて頂きました。会話をもの語りとらえる発想を教えて頂いたように思います。 

・大変興味深く聞かせて頂きました。ビハーラ活動のみならず人間同士の関係性の点からも

考えさせられた。 
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・大変丁寧にわかりやすくナラティブ（もの語り）の持つ力といいますか、それが生み出さ

れる場面や方法を教えていただき、興味深く伺いました。私自身も多くの方々にインタビ

ューさせていただくことが多いですが、知らずに自分自身がお話を聞かせていただく人と

の間で行っていることが、やまだ先生のご説明で整理されたようにも思います。" 

・大変感銘を受けました。とくに運送会社のものがたりに多くの示唆を頂きました。 

・大変わかりやすく、もの語りの大切さを再発見しました。もう少し長くお話を聞きたかっ

たです。 

・相手のナラティブを聴くことはビハーラ活動にぴったりな方法であると感じた。 

・僧侶としてということではなく、同じ人間として、寄り添い、生きていきたいという思い

をあらためて感じました。 

・正解を示さず、多様な喪失体験を尊重していて、そこが特に心に響いたし、信頼感の持て

る講演でした。 

・身近なことが語られ、特に、｢もの語りの語り直し｣､凄い説得力のあるお話しでした。あ

りがとう(有難う)､おかげさま､しあわせ(仕合わせ)。普段よく耳にし､口にする言葉が深

い意味を持っていることを､改めて考えてみました｡まとめの 1～3､大きな学びでした。  

・初めは、物語りたるものがビハーラとどう言う関係があるのか、ピンと来なかった。しか

し、講演を通して人と人が語る事により物語りを紡いでいく事がどんなに重要なのかを知

る事が出来た。 

・初めて聞く学問分野ということもあったが、普段何気なく処理している問題も学問的に取

り扱うとこんなに奥が深いのかと感銘を受けた。 

・実際に活動をしていると、出会う方々は、喪失と向き合うときに語りがあり、語り直しが

ある。自分なりの受け止めというか。「共同生成」のお話、非常に納得できました。 

・私達僧侶が知っているようで、見逃してしまっていることを自覚させていただきました。 

・死後のことを絵で表現することが興味深かったです。 

・今の状況の中。ものがたりをつくるプロジュースができる事は、元気が出ました。苦しみ

の中で傾聴は大切です。しかし自分が苦しくてつい話してしまいそうになる苦しみもあり

ました。例えばと踏み出して一緒に刷り込んで紡ぐ物語にやってみたいと夢が書くことが

できました。多くの資料より導いていただきお礼申します。僧侶として私も生きていくこ

とができそうです。立場を変えてものを見て、受け継ぐ物語ができるようにじっくりと進

んでみます。何回も資料を読み返すことだと思います。今日の出会いに感謝いたします。 

・以前から”ナラティブ”には大変興味をもっておりました。人はものがたりを紡いでいき

ていると思います。今回、やまだようこ先生の体系的なお話を聞き、さらによく理解しま

した。 

・やまだ先生のお話、非常に興味深く聴かせてもらった。自分の活動に活かせそう。 
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・やまだようこ先生の講演は、非常にわかりやすく、たくさんの気付きがありました。ビハ

ーラ活動に活かしていきたいと思います。 

・やまだようこ先生のお話を初めて聞かせていただきました。失うことといきること、本当

に大切な事です。こまやかに伺いました。物語りの多用性について考えさせられました。 

・もの語り〜物語になりえないような現実の中で、その「意味」を汲み取っていくことの大

切さ。今後のキーワードです。 

・もの語りは共同生成という言葉はいいですね。傾聴のみではないのですね。 

・もの語りの角度から、自分のビハーラや真宗に対する考えを再度見つめ直すきっかけにな

りました。 

・ものがたりを紡いでいくうちに どんどん自分のものになっていくと 学びました あ

りがたいは 本当に有難いことを 今この会に参加出来たことに感謝致します 

・もう一度、じっくり聞かせて頂きたいような講演でした。特に、もの語りの語り直し、と

いう捉え方は、今後のビハーラ活動に有益な視点になりそうです。 

・ビハーラ活動の基本とされる傾聴に関して、“もの語り”についてお話しいただけた中で

「何を傾聴していくのか」という点を深く考えることができた。 

・ありがとうございました。ナラティブ、レジリエンス、沢山の事を教えて頂きました。 

「起こってしまった出来事は変えられないが、もの語りは変えることが出来る」本当にそ

うだと思います。 

・1人 1人の人生には、いろんな終末を迎え、その人の人生の物語がある事を再確認出来ま

した 

・「人生はもの語り」として、悲しみに寄り添う姿勢を教えて頂きました。悲しみのもと「喪

失」は、死だけでなく日常誰にでも起こること。私は寄り添う前に寄り添われて人生とい

う「もの語り」を続けさせて頂いています。肉親や夫との死別の悲しみからあまり苦しま

ず抜け出されたことも寄り添いのおかげと、先生のお話を聞きながら思いました。ビハー

ラ活動というご縁で頂いた全て新しいかかわり、お相手の思いも私の思いも大切に続けて

いこうと思います。ヒントをたくさん頂きました。 

・「もの語り」は今までの傾聴に加えすばらしい方向性と思います。 

・「もの語り」という言葉が初めてでしたので 少しとまどいましたが、もの語ることによ

って、相手の方の心を深くみつめ、自分の気付かなかった心にも気付けるという事に考え

させられました。その出来事を変えることはできないが、もの語りは変えられるというこ

とをプラスに変えて生きる力にするお話しに感銘しました。 

・昨年、母が往生の素懐を遂げ、日々、母のことを思い、今も支えられて生きています。母

の思いと共に生きていると感じています。コロナ禍の社会状況の中、もの語りを大切に、

プラスに変えて生きる力が大きくなればと感じました。 
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シンポジウムについて感想をお聞かせください 

・理論についての語り合いでなくて、普通の人として話されたことが多く、専門知識のない

私にもわかりやすかったです。いつもはお話し合いに従っていくのが精一杯ですが、今日

はその間に私の思いや行動を振り返ることができました。嬉しかったです。 

・日ごろの法話に照らし合わせて考えることができた。概念的な話よりもたとえ話というお

言葉はまさにお取次ぎにも大切なことであると感じた。 

・多方面にわたり、経験された中からの語りは胸うちました。よく言われている事ですが、

死んだら終りではないとの話し、未来について語りあう事の大切さを前向きにとらえられ

ました。 

・多角的な視点をいただき、とても意義深く聞かせていただいた 

・先生方のお話に共感しながら聞くことができた。具体的にビハーラ活動で活かせる方法が

話題としてでてきてよかった。 

・色々な先生の話を聞けて良かった。具体的な話で聴きやすかった 

・実践を踏まえた対談でしたので、一人ひとりが実践する参考になったと思います。 

・やまだ先生のご講演をどうビハーラに結び付けていけばいいのかと思いましたが、野村先

生、丘山先生の解説で理解することができました。" 

・やまだ先生のお話を更に深めて下さったのが良かった。特にナラティブプロジューサーと

して「例えば～」と具体例をあげてもらうようにすると良い。とのご指摘は今後に生かし

ていこうと思った。また人に対する関心をもつと、その人をリスペクト出来るとのお話し

も私もそうありたいと思った。" 

・現在のコロナ禍の社会において、僧侶・寺族・門信徒が果たすことができる役割というも

のが良くお話で出ていました。 

・丘山先生のお話しに、深く共感しましたし、野村先生の現場でのお話し、理屈ではなく心

で動いていらっしゃるように感じました。ありがたかったです。 

・基本は大切ですが技術だけでなく、聞く人を選んで話されるはずですので、興味・関心を

持ってお話させていただけるようになりたいです。求められた時に教義に基づいて話せる

力は必要ですが、しなやかに相手を受け入れて聞くことも大切だと感じました。 

・基調講演に加え、さらに多くの視点をいただき、有難かったです。 

・基調講演で学んだ事を更に、パネリストの先生方が対話の中で掘り下げて下さり、1人の

人間に取り、物語りを紡ぐか否かでその生きてきた人生が豊かなものになるかどうか大き

く変わって来るのだと、学ばせて頂いた。 

・やまだ先生の基調講演を基に、丘山先生、野村先生、伊東先生の視点があわさり、「ビハ

ーラ」における「もの語り」の重要性が語りなおされたように思いました。やまだ先生が

説明してくださった、「もの語りは共同作業によって「生成」される」という点を重視し

ている視点が、丘山先生がもとより持たれていた「傾聴」という言葉のニュアンスに対す

る違和感と合わさって、ビハーラという活動の再定義にもつながるようなシンポジウムに

なったかと思います。あらためてビハーラの基本から学ばせていただこうと私も気を引き

締めております。 
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・何人かの各教区の方からの意見があれば良かった。 

・講演内容がより具体的にイメージできた。 

・パネリストの方が、基調講演の内容を私たちの実践活動に落とし込んで下さりありがたか

ったです。（特に、丘山先生が「基調講演の内容をどう応用すればいいのか？」と、知り

たかったことをずばり聞いていただけたのでありがたかったです。） 

・ナラティブプロデューサーを目指そうと思いました。 

・ナラティブプロデューサーとしての、僧侶の役割が大切だということを教えていただけた

こと。ストンと心に落ち、納得したひとことでした。人の人生の終焉に立ち会えるという

ことは、何とありがたいことなのか… 

・とくに丘山先生のお話に共感しました。話す人と聞く人がいてものがたりは成り立つこと。

傾聴も知識や技術も大切だが、志やそのひとの貪欲な人への関心が重要！も納得しました。

やまだ先生の「僧侶は語りの場づくりプロデューサー」は共感すること大です。 

・どうしても真宗僧侶の立場と世の中の流れで見てしまうが、ビハーラ活動がもっと人間関

係で繋がる最前線と再確認させていただいた。 

・それぞれの体験にもとづく「もの語り」のキャッチボールの中から、大切なことを学びま

した。 

・それぞれの先生方のお話を興味深く聞かせていただきました。できれば、野村先生もリモ

ートではなく、同じ場所だったらもっと盛り上がっていたのではないかと感じました。 

・ご講演の内容をよりわかり易くお話し頂きました。1年お会いしてない方にお便りしよう

と思います 

・カメラワークも軽快で出演者の表情も良く見えました。通常の対面よりも、没入感が増し

ていたように思います。 

・お話を聞きながら、認知症で施設にいる母のことを思い浮かべました。症状が進んで意思

の疎通も出来なくなり悲しい思いをすることもありましたが、母には母の沢山のもの語り

があることを思いだしました。ありがとうございました。 

・僧侶自身がご門徒様に育てられている、活動を思い上がることなく地道に継続していく、

お通夜、ご葬儀、ご法事など、人生を共に物語って紡いでいく大切さなど、ビハーラ活動

を行っておられる先生方の貴重なご意見を伺うことができ、有り難かったです。やまだよ

うこ師の書籍など、読ませていただきたいと思いました。 

・ナラティヴの力をどのようにヴィハーラ活動の中で生かしていくか、との丘山先生の問い

にナラティヴプロデュースの役割（ナラティヴは聞き手と、話しての間に生成・蓄積され

ていくもの、人と人の交流・共振の結果生み出されてくるもの、そこに介在する聖なるも

の←丘山先生流には仏力？仏願？人間流には人への関心？）をやまだ先生が語られていま

した（人それぞれにある物語に目を向けると、よく生き延びてきた認知症のおばあちゃん、

と見ることができる力？）が、そこに大きなヒントがあると思いました。 
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ビハーラ活動の今後に向けてについて感想をお聞かせください 

・木曽先生の提言で次に向かっている事を知り、心強く思う事です。ビハーラの種をまいて

いこうと思います。どう歩くか迷って悩んで、木曽先生を尋ね、踏み出したばかりの特別

養護老人ホームの中止に、何ができるかと思っていました。これからは苦悩している人に

温かく寄り添っていこうと思わせて頂きました。 

・微力ながら出来ることがあればやって行きたい。 

・日常の中で、ビハーラの種を見つけるという言葉が心に残りました。ビハーラ活動にも今

後関わっていきたいと思いました。 

・地道に活動を続けていきたいと思います。 

・大上段に構えるのでなく、身近なところで少しでもお役に立てればと思っています。 

・他の教区や団体がどのような活動をしているのか聴きながら、私たちの活動を見直してい

きたい 

・僧侶の先生方のようにプロデューサーにはなれませんが、一緒に語りを広げられる活動者

になりたい。 

・ビハーラ活動が中心となって、コロナ禍でたとえ感染症が減少していった後でも一層、老

病死の問題にもっと深く関わっていける宗門に、方向性を見出していってほしい。 

・浄土真宗ビハーラの活動はご聴聞あっての寄り添いだと思います。全僧侶もしくは寺族が

ビハーラの研修を受けられ、ご門徒とともに歩むビハーラであってほしいと願っています。

寺は葬儀、法事、月参りなど事あるごとにビハーラの場であり、御法話や寄り添いの機会

と捉え、読経だけで終わらず、1分でも 3分でも他力本願の真の自由さ、豊かさを伝えて、

寄り添っていただきたいと思います。 

・時代の要求にこたえる宗門となるための突破口として、ビハーラを実践し、日本仏教の衰

退を転換する原動力となっていきたい。 

・自分がその場にいる意味を考え、出来る事を考え、誰もが近くにいる事で安らぐ場所を提

供していく 

・私は私の大事にしているビハーラの生き方をこれからも続けたい。また、今後、教区ビハ

ーラで、全国集会の振り返りや分かち合いをしたいと思う。 

・施設訪問が制限されている昨今、第二期のテーマ「日常生活の中にある種を見いだす」こ

とを具体的に考えねばと思う。特に御門徒さんとの積極的な会話を心がけたいと思ってい

る 

・施設や病院での活動が制限されている今こそ、お寺の活用や僧侶の月参りでの活動を見直

す良い機会だと思います。中陰や月参りでのご門徒とのもの語りを紡ぐ事をもっと大切に

していきたい。" 

・今まで、病院や施設での活動や在宅、そして災害支援などについて様々に学ばせていただ

いたが、現在進行形のコロナ禍のような状況は想定出来ていなかった。今後、どのように

なるかはまだ分からないが、このような状況を考慮した研修プログラムも入れて欲しい。 

・構えて活動するのではなく、常にビハーラ心を持っていれば、いつでもどこでも出来る事

なのかなと思いました。 
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・個人でできることは限られているが、精いっぱい自分の役割を果たしていきたい 

・現在、施設などには訪問出来ない状況で活動は停滞しています。日常生活の中にも多くの

場面で必要な活動です、意識して継続したいと思います 

・ビハーラ活動は医療と社会福祉と仏教のチームワークにより、人々の苦悩に向き合い、孤

独の中に置き去りにしないように、最後までその人らしく精一杯いきぬけるように支援す

る活動です。そのビハーラ活動は、病院だけでなく寺院でおこなわれていたり、多様な社

会実践活動ですので、それらすべてを認め合って、ビハーラ活動が身近に広がっていけれ

ばと思います。 

・ビハーラの種を育て、地道にできることを今、積極的に積み重ねていこうというメッセー

ジに勇気を得ました。 

・だれもが必要とされる活動について、もと多くの方々に一緒に活動できる様、知ってもら

いたい。地道に長く続けなければとの思いを強くしました。親様の願いの中で強く生きて

いく 

・コロナ禍で、施設訪問が全てできなくなり、又、地域の行事も、ほとんど中止の状況の中

で、気持ちの中ではあせりがでてきました。終息するまでを小さい出会いの中ででも、傾

聴活動的にすごしたいと思います。 

・コロナ禍で､教区の活動もオンラインで消化不良気味｡今は、身近なところで、出来ること

をさせていただきます。 

・コロナで活動が制限されることも多いですが、コロナ禍の中だからこそ求められることが

あるはずです。宗教者だからこそ語ってくださることに、言葉をはぐらかすことなく、向

き合える力をつけたいと思います。 

・テーマについてビハーラの実践が高齢者福祉、医療現場（終末）においてに特化していて、

今までとても違和感を抱いていました。新たな提言は、お寺において、それぞれの地域に

おいてビハーラ活動が今以上に実践されていくように思います。 
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その他、意見・感想・要望などございましたら、ご自由にお書きください 

・例えコロナが収束してもオンラインを残し地元で参加できる可能性を消さないでほしい。 

・多くの時間をオンラインで拝聴させて頂きお礼申します。とても有意義な時間でした。夢

も頂けるとは思ってもいませんでした。いい時間ありがとうございました。皆様にお礼申

し上げます。 

・初めての参加でしたが、緩和ケアや終末期のケアを再度考える事が出来ました。 

・医療、高齢福祉施設等に所属しておらず、ビハーラ活動を行っていない私にも、このよう

な全国集会参加の機会を与えていただき感謝しております。ビハーラ活動をされている皆

様、有り難うございます。オンラインで土、日に実施という機会が今後もあれば、また、

参加できるのではと思います。 

・コロナ禍の中、オンラインでのビハーラ活動全国集会に参加させて頂いてありがとうござ

いました。活動は今、難しい状況ですが、終息するまでは近しい所での傾聴活動をしてい

きたいと思います。ありがとうございました。 

・次回新型コロナの感染を乗り越えて、みんなにあえることを楽しみにしています。お疲れ

さまでした。 

・今回は貴重な機会をありがとうございました。自宅で電話などに対応しながらで、抜けて

しまった部分もありますが、このような形でも参加できたことをとてもありがたく思って

おります。オンラインでのこういった機会が増えていくととても嬉しく思います。 

・今回はコロナの関係でリモートというはじめての形式での研修参加となりました。私のよ

うな地方に在住で子育て中の者にとっては、参加しやすく有難かったです。今後もリモー

ト形式での参加の形を残していただけたら幸いです。意見交換会もチャット形式などで参

加してみたいと思います。 

・今回のお話を自分に置き換えてどのように考え、どのようにビハーラ活動に生かしていく

か、が大切だと改めて思いました。ありがとうございました。 

・今までの集会では大勢の中でビハーラ活動の情報を頂いたり、仲間作りをしたり自分の活

動の是非を確認したりで、雑然とした思いで帰りました。今日は、移動の面倒さ、人への

気遣いなどがなく、集中して、お話を聴き、自分の活動と照らし合わせることができまし

た。時には、何日かの集会で出た問題を集約して頂き、今回のような的を絞った話を聴き、

自分の活動の確認・進め方を静かに考えさせてもらえる会もあってもよいなと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53



 

 

 

54



 

 

 

55



 

 

 

56



 

 

 

57



 

 

 

58



 

 

 

59



 

 

 

60



 

 

 

61



 

 

 

62



 

 

 

63



 

 

 

64



 

 

 

65



 

 

 

66



 

 

 

67



 

 

 

68



 

 

 

69



 

 

 

70



 

 

 

71



 

 

 

72



 

 

 

73



 

 

 

74



 

 

75



1 委 員 長 竹　田　空　尊 所管総務・ビハーラ活動推進委員会 委員長

2 副委員長 那須野　淨　英 ビハーラ活動推進委員会 副委員長

3 副委員長 木　曾　　　隆 長岡西病院 ビハーラ僧

4 委　　員
社会福祉法人本願寺龍谷会 理事長
一般財団法人本願寺ビハーラ医療福祉会 理事長

5 委　　員 梨　本　興　正 第１連区ビハーラ代表（国府教区）

6 委　　員 小  川  真理子 第２連区ビハーラ代表（岐阜教区）

7 委　　員 西　郷　教　信 第３連区ビハーラ代表（滋賀教区）

8 委　　員 木　村　善　友 第４連区ビハーラ代表（安芸教区）

9 委　　員 深　谷　誠　了 第５連区ビハーラ代表（熊本教区）

10 委　　員 内　本　隆　宏 ビハーラ本願寺施設長

11 委　　員 野　村　康　治
本派高施協副会長
社会福祉法人至心会 理事長

12 委　　員 成　田　智　信 (宗)善了寺 通所介護事業所「還る家ともに」代表

13 委　　員 鍋　島　直　樹
龍谷大学教授
龍谷大学大学院実践真宗学研究科長

14 委　　員 吾　勝　常　行 龍谷大学教授

15 委　　員 花　岡　尚　樹 あそかビハーラ病院院長補佐

※実行委員会はビハーラ活動推進委員会で構成されています。

「第17回ビハーラ活動全国集会」実行委員会名簿
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